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思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
五
年
。
 
 

お
め
で
と
－
れ
ノ
、
 
そ
し
て
あ
h
‖
ノ
が
と
，
り
ノ
○
 
 

こ
れ
か
ら
も
サ
ロ
ン
・
・
・
 
 

オ
シ
ャ
レ
は
 
楽
し
い
・
・
 
 

継
続
に
敬
服
・
・
・
・
。
・
 
 

連
な
が
り
は
サ
ロ
ン
紙
・
・
 
 

サ
ロ
ン
で
情
報
交
換
。
。
・
 
 

お
め
で
と
う
・
・
・
・
・
・
 
 

情
報
一
杯
の
「
太
」
？
に
・
 
 

こ
の
世
は
出
会
い
ふ
れ
あ
い
助
け
あ
い
・
・
 
 

「
元
気
が
出
る
」
サ
ロ
ン
紙
・
。
・
。
・
・
 
 

出
会
い
は
ハ
ッ
ピ
ー
・
。
・
。
・
・
・
。
・
 
 

勉
強
の
場
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
・
・
 
 

＜
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
＞
五
周
年
を
祝
し
て
・
 
 

出
会
い
を
楽
し
み
に
。
・
・
。
・
。
・
。
・
 
 

あ
や
ま
ち
を
お
か
す
権
利
。
・
・
。
。
・
・
 
 

触
ら
ぬ
神
に
…
と
い
う
け
れ
ど
。
。
・
・
・
 
 

勉
強
は
サ
ロ
ン
で
・
。
一
。
。
・
。
・
・
・
・
 
 

車
椅
子
に
手
引
き
さ
れ
て
・
。
・
・
・
・
・
 
 

歩
み
 
楽
し
く
。
。
・
。
・
・
・
。
・
・
・
 
 

輪
か
ら
和
へ
。
・
・
。
。
。
。
。
。
。
・
・
 
 

一
読
老
と
し
て
応
援
し
ま
す
・
・
・
。
・
・
 
 

ふ
れ
あ
い
の
五
周
年
。
・
。
。
。
・
・
・
・
 
 

今
後
の
発
展
を
祈
っ
て
・
。
・
・
・
・
・
・
 
 

出
会
い
 
あ
り
が
と
う
。
・
・
・
・
・
・
・
 
 

・
・
斉
 
 

・
・
帖
 
 

・
。
生
 
 

・
・
高
 
 

。
・
 
 

・
・
田
 
 
 

・
・
田
 
 

・
 
 

・
金
 
 

。
黒
 
 

・
糀
 
 

○
、
U
 
 

・
小
 
 

・
秋
 
野
 
骨
塁
苺
ナ
・
十
四
 
 

。
足
 
立
 
裕
 
子
・
十
五
 
 

・
今
 
西
 
美
大
琴
丁
・
十
五
 
 

・
植
 
松
 
菊
 
雄
・
十
五
 
 

・
・
・
・
・
 A
 
ヱ
1
・
十
五
 
 

・
大
 
里
 
哲
 
子
・
十
六
 
 

・
岡
 
太
 
栄
一
・
十
六
 
 

・
小
 
倉
 
寛
一
・
十
八
 
 

・
加
賀
谷
 
 
止
・
十
八
 
 

・
柿
 
岡
 
 
忠
・
十
八
 
 

子
 
 

羽
 
 

谷
 
 

の
 
 

嶺
 
 

藤
 
 

木
 
 

尾
 
 

・
中
 
 

中
 
 

同
 
 
線
・
十
八
 
 

佐
栄
子
・
二
〇
 
 

孝
 
文
・
二
〇
 
 

ヒ
サ
エ
・
二
〇
 
 

正
 
明
∴
一
〇
 
 

澄
 
男
二
一
一
 
 

定
 
子
。
二
一
 
 

美
智
子
・
二
一
 
 

兵
知
子
・
二
二
 
 
 

花
 
 

終
 
 

石
 
田
 
律
・
四
 
 

江
・
十
八
 
 

子
。
十
九
 
 

一
・
十
九
 
 

。
十
九
 
 



点
か
ら
線
へ
 
 

［
サ
ロ
ン
」
が
あ
る
ま
ち
 
 

も
う
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン
 
 
 

り
ノ
ぎ
の
五
年
が
ま
た
、
 
 

五
周
年
に
あ
た
っ
て
・
・
・
・
・
・
 
 

サ
ロ
ン
は
何
色
？
・
・
・
・
。
・
・
 
 

［
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
」
と
私
と
夢
。
 
 

ガ
ン
バ
リ
ま
す
・
・
・
・
・
・
・
・
 
 

サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
振
興
計
画
・
。
。
 
 

サ
ロ
ン
の
輪
拡
が
れ
・
 
 

出
会
い
様
々
・
・
。
・
 
 

ハ
ン
パ
じ
ゃ
な
い
よ
・
 
 

体
が
つ
い
て
行
く
か
ぎ
り
・
・
・
・
▲
 
 

離
れ
難
い
 
サ
ロ
ン
・
・
・
・
◆
，
▲
 
 

成
長
す
る
サ
ロ
ン
・
・
・
・
・
・
●
 
●
 
 

お
風
呂
の
諸
に
シ
ョ
ッ
ク
・
・
〇
 
〇
 
●
 
 

ぼ
く
に
と
っ
て
の
 
 

「
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
」
五
周
年
・
 
 

お
め
で
と
う
五
周
年
！
。
・
。
・
・
・
 
 

な
ん
と
か
 
載
せ
て
ほ
し
い
の
・
・
・
 
 

お
め
で
と
う
。
。
・
・
・
・
・
・
。
・
 
 

温
か
い
出
会
い
を
求
め
て
。
・
。
・
。
 
 

オ
メ
デ
ト
ウ
、
オ
メ
デ
ト
ウ
・
・
・
・
 
 

い
つ
で
も
「
出
会
い
の
場
所
」
と
し
て
。
・
・
南
 
 
 

血
塾
丁
爪
－
レ
み
で
す
○
 
 
－
 
二
六
 
 

・
・
牧
 
口
一
二
。
二
三
 
 

・
・
中
 
野
 
君
 
江
二
一
四
 
 

・
・
松
 
葉
 
玲
 
子
・
二
四
 
 

・
・
松
 
木
 
孝
・
二
四
 
 

・
。
丸
 
山
 
寿
美
子
二
一
五
 
 

・
ま
ん
た
に
よ
し
ゆ
き
二
一
五
 
 

・
・
柳
 
生
 
幸
 
子
・
二
五
 
 

・
・
山
 
木
 
鈴
 
子
・
二
五
 
 

・
・
山
 
本
 
匡
 
子
・
二
五
 
 

・
・
旭
 
 

・
・
上
 
 

●
 
◆
「
Ⅲ
．
 
 
 
 
 
 
ぃ
り
．
一
「
 
 
 

．
．
．
‖
リ
 
L
 
 

・
・
原
 
 

。
壕
 
脇
 
え
 
み
二
一
二
 
 

・
出
 
口
 
正
 
敏
・
二
二
 
 

。
匿
 
 

名
・
二
二
 
 

・
中
 
川
 
雅
 
子
・
二
三
 
 

純
 
子
・
二
K
 
 

平
 
幸
 
雄
二
一
七
 
 

合
 
恵
 
子
・
二
八
 
 

太
 
篤
 
江
∴
一
九
 
 

田
 
 
仁
 
ユ
ニ
〇
 
 

光
 
龍
 
平
ユ
ニ
四
 
 

前
 
田
 
博
 
子
。
三
五
 
 

岡
 
 
 
知
 
史
ユ
ニ
八
 
 

冨
 
田
 
慶
 
子
・
四
四
 
 
 



＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
＞
は
一
九
八
 
 

六
年
三
月
二
九
日
以
来
五
年
、
い
ろ
 
 

い
ろ
な
出
会
い
の
場
づ
く
り
を
し
て
 
 

ま
い
り
ま
し
た
。
 
 

一
九
八
七
年
は
「
結
婚
」
を
テ
ー
 
 

マ
に
つ
く
り
ま
し
た
。
翌
一
九
八
八
 
 

年
は
「
ス
ト
レ
ス
」
を
、
年
間
通
し
 
 

て
考
え
ま
し
た
。
四
年
日
の
昨
一
九
 
 

八
九
年
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
 
 

で
し
た
。
そ
の
年
、
年
に
、
大
き
な
 
 

基
幹
テ
ー
マ
を
設
け
、
そ
れ
を
中
心
 
 

に
毎
月
々
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
っ
 
 

て
き
ま
⊥
た
。
 
 
 

時
流
に
の
っ
て
消
費
税
を
テ
ー
マ
 
 

に
、
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
 
 

た
。
ク
ジ
ラ
の
骨
を
且
に
い
き
ま
し
 
 

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
 
 

ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
 
 

し
た
。
新
年
会
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 
 lて佐モ3地．射：転ノ≒  

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
五
年
。
 
 
 

けQニ′あぺの〉  
席密着の′々ライ¢ショソ宣  

軒
の
て
の
え
浮
ナ
 
 

〓
ノ
ハ
ヒ
リ
テ
ー
＝
弓
－
ノ
 
 

ゼ
■
／
ウ
一
昭
 

‘
円
山
日
糾
の
雫
唯
一
喝
 
 

膏
′
農
協
め
げ
ス
あ
め
升
r
乃
で
、
 
 

軋
瞥
巨
粗
“
思
し
王
－
ド
・
 
 

当
8
q
あ
い
宣
小
舟
で
⊥
錠
 
 

取
掛
ポ
ラ
・
′
育
て
あ
べ
の
ダ
フ
■
／
 
 

一
句
孟
降
薯
、
誓
－
？
 
 

サ
ワ
ン
胃
腔
名
人
、
旅
人
皇
居
 
 

め
屯
お
み
か
盈
し
ま
し
巧
 
 

一本自の軋告い 2明  

鞄朗金法改正ヒつ＝て           ′l。一ト  一
喝
 
 

髄帝 石碕  

議定場合一札上藍一）  

相
磯
 

嘗
亨
の
初
戦
ト
＞
七
島
 
 

0
争
l
練
叔
1
賂
麻
子
匂
ゎ
吼
と
 
 

濁
音
乳
t
打
殺
ヒ
髄
｝
直
利
 
 

ヒ
よ
る
短
期
朝
練
盲
寸
も
 
 

ヰ
の
内
晋
篇
省
吾
 
 

ス
虐
帝
王
烏
）
旦
各
々
l
こ
寿
あ
 
 

名
の
景
匡
ガ
ナ
烏
ぃ
い
た
だ
 
 

句
、
ヨ
L
乍
か
、
￥
ム
†
で
租
官
 
 

モ
 

脅
し
九
管
呈
ざ
て
い
ま
†
 
 
 

さ
て
り
ト
ビ
り
ゼ
ユ
タ
L
で
ば
 

竣
の
享
っ
な
養
鴎
定
．
が
 
 

鶉
わ
九
て
い
ま
寸
．
 
 

肋
l
し
て
い
乍
だ
1
、
ゴ
し
乍
。
 
 

ふ
号
三
吉
左
官
 
 

う
 

よ
、
7
こ
．
）
て
 
曾
ン
あ
お
）
へ
 
 

葬
 l

 

書
－
「
草
・
ユ
・
で
＝
 
 

年
号
あ
ぺ
の
￥
旺
賢
者
 
 

の
把
筈
誓
β
曽
把
間
の
人
 
 

・
判
定
赦
し
抒
密
東
 
 

督
わ
江
田
薦
ド
は
カ
稚
l
、
 
 

孟
壇
有
れ
人
達
レ
と
わ
 
 

ぬ
A
－
＼
ふ
人
あ
＼
コ
ミ
ニ
盲
l
 
 

亨
／
の
薄
ま
、
i
耳
め
て
韓
彿
 
・
金
屋
せ
立
て
て
い
ま
す
．
 
 

引
い
叔
報
の
ヤ
で
甘
夏
い
ド
 
 

銅
打
っ
鼠
∵
1
ご
＝
乍
∵
と
芳
え
 
 

欝
絹
缶
用
離
 
 

ノ
ー
、
才
寸
－
q
う
巌
∵
3
†
 
 

農
工
n
着
め
観
劇
看
け
 
 

各
棟
の
旦
詳
言
T
d
－
ド
．
 
 

′
車
座
の
際
ポ
f
■
ロ
由
ノ
呑
ま
 
 

笥
g
T
卜
自
主
首
謀
小
成
旦
わ
 
 

†
わ
の
事
l
細
川
．
皇
帝
う
．
 
 

〇
布
景
更
生
偲
1
献
電
卓
 
 

め
で
†
博
尊
者
什
対
象
 
 

頒
布
処
窄
針
曾
り
草
）
 
 

・
つ
こ
ピ
一
丁
ウ
1
r
う
′
、
－
コ
ー
ス
与
 
 

良
「
・
酸
鼻
っ
－
ヌ
／
卑
 
 

こ
、
′
ス
子
▲
坪
動
川
n
－
ス
／
ヒ
「
 
 

粗
暴
教
皇
外
野
雷
管
も
 
 

防
抽
仰
l
†
心
と
ー
t
軌
範
製
 
 

塩
と
生
尾
花
塵
1
・
 
 

て
狩
ヰ
）
ド
↓
ヨ
了
－
た
 
 

∬
b
′
和
木
1
1
が
と
う
ふ
、
い
サ
て
 
 
 

＝ 
二  

あべのガうン  
ご
協
力
音
戸
○
 
 

あ
ベ
I
の
ア
ニ
ド
ル
ト
 
 

怒
如
し
ま
寸
 
 

鼻
り
筒
巧
息
霹
鳩
車
 
 

葱
川
†
．
ぺ
ノ
ピ
植
苗
・
つ
・
り
 
 

王
者
恵
ダ
フ
ニ
ド
 
 

告
ね
が
い
 
 

ゃ
ー
一
に
ド
†
ル
ド
搾
息
 
 

ご
蔑
下
さ
い
．
イ
曜
上
金
ば
．
 
 

命
官
／
・
あ
ぺ
の
）
巾
演
習
賓
 
 

・
食
長
せ
「
完
本
ご
ま
 
 

賢
－
シ
・
由
取
く
足
り
升
甲
r
 
 

ン
一
石
7
と
嶺
て
ビ
 
 

ル
ノ
n
＼
ぎ
ハ
り
 
 

サ
仁
打
の
手
札
 
 

g
R
a
b
ノ
爪
せ
佗
以
ハ
会
 
 

計
R
サ
写
／
金
杯
打
 
 

？
R
占
日
ホ
甘
・
，
B
バ
人
句
 
 

？
日
卸
各
号
／
，
奥
の
）
 
 

♂
き
ユ
ニ
一
万
ケ
ア
・
ポ
ぅ
 
 

4   



雨
に
た
ゝ
ら
れ
て
ダ
ッ
ハ
ら
ん
ど
へ
 
 

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ビ
シ
ョ
ヌ
 
 

レ
の
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
も
経
験
し
 
 

ま
し
た
。
そ
こ
で
た
く
さ
ん
の
人
び
 
 

と
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
 
 

れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
出
会
い
の
様
子
を
伝
え
よ
う
 
 

と
一
九
八
六
年
七
月
一
九
日
、
文
字
 
 

ど
お
り
手
づ
く
り
の
新
聞
を
だ
し
ま
 
 

し
た
。
新
聞
「
だ
け
」
の
ふ
れ
あ
い
 
 

と
い
う
方
も
出
来
ま
し
た
。
号
を
追
 
 

＿
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
年
）
 
 

三
・
二
九
 
 

四
・
十
二
 
 

四
・
十
九
 
 

五
・
十
七
 
 ○ ○ 

∧ 

サ 

ロン・あ 

の 

べ∨発会式   記念講演「ちがうこと 
・ こ 

そ 

ばんざ 二 

い。共 

代表）氏  

氏 

に阿  に生き  

う
ご
と
に
親
し
ま
れ
、
寄
稿
し
て
く
 
 

だ
さ
る
力
も
増
え
、
福
祉
広
報
紙
コ
 
 

ン
ク
ー
ル
で
三
年
連
続
で
箕
を
受
け
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
＞
が
出
来
て
 
 

五
年
、
ほ
ん
と
う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
 
 

と
が
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
は
五
〇
号
 
 

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
情
報
の
量
た
 
 

る
や
ぼ
う
大
な
も
の
。
思
い
出
し
て
 
 

く
た
さ
い
、
こ
の
五
年
を
…
…
・
。
 
 

（
石
田
 
律
）
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
発
会
式
 
 
 

5  



十
二
・
 
六
 
 

十
一
・
十
五
 
 

十
・
十
八
 
 

九
・
二
十
 
 

ヒ
・
十
九
 
 

七
・
二
七
 
 

八
二
一
四
 
 

六
・
二
一
 
 

倍
野
区
の
神
社
仏
閣
旧
跡
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。
 
 

○
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
見
学
 
 

初
の
見
学
会
 
 

○
国
民
年
金
改
正
法
に
つ
い
て
 
パ
ー
ト
2
 
 

高
橋
芳
樹
氏
に
障
害
者
年
金
管
中
心
に
萱
聞
く
 
 

○
機
関
紙
＜
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
∨
創
刊
 
 

B
5
版
片
面
に
手
書
き
で
月
例
会
の
内
容
報
告
を
か
ね
 
 

て
発
刊
。
例
会
出
席
者
に
配
る
。
 
 

○
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
 
 

初
参
加
で
も
大
い
に
成
果
上
る
。
 
 

○
岡
さ
ん
、
前
田
さ
ん
の
歓
送
迎
会
 
 

岡
 
知
史
氏
は
上
智
大
学
へ
赴
任
。
そ
の
後
任
に
あ
べ
 
 

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ヘ
は
、
前
田
博
子
氏
 
 

着
任
。
 
 

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

お
互
い
の
悩
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
な
ど
を
 
 

詣
あ
い
、
地
域
で
の
活
動
を
考
え
る
。
 
 

○
障
青
竜
が
滞
る
地
域
社
会
 
 

障
専
の
違
う
四
氏
の
萎
－
中
心
に
藷
社
会
を
話
し
 
 

合
う
。
 
 

○
あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
交
流
会
に
参
加
 
 

あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
つ
い
て
話
し
 
 

合
う
。
 
 

○
ほ
っ
こ
り
幸
せ
 
ク
リ
ス
マ
ス
 
 

○
昭
和
六
一
年
慶
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
基
金
助
成
 
 

市立リハビリテーションセンター見学（昭和61・6・21）  

ほっこり幸せ クリスマス（昭和61・12・6）   

金  



随
一
九
八
七
 
 

七
・
十
八
 
 

八
・
二
三
 
 

K
・
二
〇
 
 

五
・
十
六
 
 

四
。
十
八
 
 

三
・
十
四
 
 

二
・
二
 
 

一
・
二
四
 
 
○
女
性
陣
害
者
と
職
業
 
 

山
鹿
瑞
江
氏
に
職
業
と
そ
れ
以
前
に
あ
る
偏
見
の
話
を
 
 

聞
く
し
 
 

○
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
 
 

無
我
夢
中
の
一
年
を
振
り
返
る
。
 
 

○
お
・
か
。
し
（
同
氏
）
を
囲
ん
で
 
 

岡
 
知
史
氏
を
囲
ん
で
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
 
 

ン
を
話
す
（
－
 
 

○
第
九
号
か
ら
本
紙
が
現
体
裁
に
な
る
 
 

○
電
話
の
「
ふ
れ
あ
い
」
が
拡
が
り
ま
す
 
 

福
祉
電
話
機
器
の
い
ろ
い
ろ
を
茂
田
・
中
田
N
T
T
阿
 
 

倍
野
電
話
局
両
氏
に
聞
く
。
 
 

○
結
婚
 
－
 
そ
の
以
前
に
あ
る
も
の
 
 

障
害
者
の
「
結
婚
」
に
い
た
る
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
 
 

と
に
つ
い
て
、
話
し
合
う
。
 
 

○
結
婚
 
－
 
そ
の
出
会
い
 
 

障
害
者
の
「
結
婚
問
題
」
に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
て
 
 

の
田
中
逸
朗
氏
の
講
演
。
 
 

○
夏
パ
テ
防
止
 
－
 
こ
の
一
品
 
 

西
村
節
子
（
阿
倍
野
保
健
所
管
墓
士
）
氏
と
森
登
 
 

美
子
（
阿
倍
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
婦
）
氏
に
よ
 
 

る
食
生
括
の
あ
れ
こ
れ
。
 
 

○
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
 
 

金
を
受
け
る
ぐ
 
 

出金レー  j、オ1あし、  助lナ合し、  

サロン・あべの  
サロン・あ■■くのNO．℡   昭和62年二3月ト4日（土）斯  

∧
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
∨
 
 

こ
 
の
一
年
 
 

1
・
－
一
月
の
山
山
A
云
∴
い
 
 
 

（昭和62・6・20）  

こ
月
の
出
金
い
は
「
サ
ロ
ン
二
ゐ
ぺ
の
 
こ
の
 
 

一
年
を
奴
り
遮
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
二
月
二
十
一
 
 

8
十
三
人
の
力
が
簸
い
重
し
た
．
 
 
 

昨
年
発
足
し
た
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
の
一
年
間
の
 
 

活
劇
t
5
文
の
茨
）
は
、
 
 

0
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
の
外
か
ら
鶴
Ⅶ
を
用
い
て
の
 
 
 

ゼ
ミ
 
 

○
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
内
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
ア
 
 
 

イ
ス
カ
’
シ
ー
ン
 
 

0
曇
 
 

0
バ
ザ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
金
な
と
の
イ
ベ
ン
ト
 
 

の
四
つ
〔
内
宮
・
わ
け
ぁ
こ
」
わ
が
て
き
る
．
ろ
な
 
 

さ
ん
刀
の
重
か
ら
 
モ
？
人
寂
を
つ
け
も
と
 
 

「
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
基
T
」
と
「
ク
リ
ス
マ
ス
 
 

金
」
が
呵
巫
下
位
．
つ
ぎ
亡
「
轟
撃
と
随
 
 

賽
」
r
慧
註
の
改
正
」
が
軟
い
て
い
る
．
と
い
 
 

う
こ
と
p
見
竿
傘
 
イ
ベ
ン
ト
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
 
 

Ⅱ
ン
．
璃
師
を
招
い
て
の
ゼ
ミ
、
と
怠
じ
わ
た
 
 

っ
て
 
モ
れ
ぞ
れ
に
よ
か
っ
た
よ
う
で
ぁ
る
．
 
 
 

モ
れ
で
せ
、
ヰ
年
は
、
と
聞
い
て
ろ
も
と
．
圧
 
 

倒
的
ト
ッ
プ
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
金
一
．
つ
ぎ
に
r
 
 

あ
ぺ
の
カ
ユ
ー
パ
ル
し
「
飽
田
撃
と
の
交
沈
金
」
 
 

が
覚
る
．
モ
し
て
儀
盈
で
〓
慧
莞
空
転
シ
リ
ー
 
 

ズ
（
錦
抑
な
と
）
」
が
披
く
．
〕
下
．
「
一
般
の
 
 

人
対
敵
の
テ
ー
マ
で
穀
金
」
「
町
外
で
の
重
い
 
 

L
「
生
度
蛙
の
あ
る
伊
鮎
」
「
持
場
や
絶
鮫
の
見
 
 

辛
金
」
「
一
泊
群
行
」
ま
た
人
件
的
な
と
こ
ろ
で
 
 

r
天
喜
由
を
几
に
暫
し
う
」
「
艮
覧
金
じ
斎
」
 
 

「
蕾
、
ヰ
イ
ネ
介
助
の
方
法
」
「
ガ
ン
医
掌
 
 

の
粍
」
な
ど
と
．
憲
に
ア
イ
デ
ア
が
で
く
ぞ
く
 
 

と
出
さ
ゎ
た
．
 
 
 

こ
れ
ら
の
繋
払
な
私
見
七
反
攻
さ
せ
て
ヰ
年
も
 
 

「
出
金
い
・
ふ
れ
あ
い
、
中
日
ソ
あ
い
」
を
丈
u
已
 
 

竃
し
て
い
色
た
い
．
と
二
月
の
出
金
い
は
6
時
 
 

空
し
ま
し
た
．
 
 

発行・鉱泉：サロン・あぺの運営委8金   弟9りかL‾）人鈍か規休戯になる   
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■
一
九
八
八
（
昭
 
 

十
二
二
一
三
 
 

十
二
・
九
 
 

十
二
。
 
五
 
 

十
一
・
十
四
 
 

九
・
十
九
 
 

十
・
十
四
 
 

一
・
十
六
■
○
に
ぎ
や
か
新
年
会
 
 
 

弟
十
四
回
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
バ
ザ
ー
で
二
唇
H
の
 
 

出
店
。
地
域
の
人
達
と
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
を
 
 

持
っ
た
。
 
 

○
結
婚
 
－
 
そ
の
生
括
（
聴
覚
障
軍
者
を
中
心
と
し
て
）
 
 

新
婚
三
ケ
月
の
辻
田
夫
人
と
、
子
育
て
基
帝
中
の
上
野
 
 

夫
人
に
、
聴
覚
障
害
者
ど
お
し
の
結
婚
生
活
に
つ
い
て
 
 

詣
を
聞
く
。
 
 

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 
－
 
ス
ポ
ー
ツ
の
出
会
い
 
 

長
居
の
市
立
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
初
 
 

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
く
。
 
 

○
交
流
会
 
－
 
み
ん
な
で
楽
し
く
ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ
 
 

あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
阿
倍
野
区
老
 
 

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
交
流
会
に
参
加
。
秋
の
隕
の
 
 

下
、
長
居
公
園
で
楽
し
く
あ
そ
ぴ
ご
こ
ろ
を
解
放
。
 
 

○
手
づ
く
り
の
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
 
 

参
加
者
の
か
く
し
芸
、
紅
白
に
別
れ
て
の
ゼ
ス
チ
ャ
ー
 
 

ゲ
ー
ム
。
全
員
合
唱
等
な
ご
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
開
 
 

○
 
く
 
 

○
阿
倍
野
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
（
第
二
回
）
 
 

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
地
域
婦
人
仝
丁
保
 
 

健
所
の
方
々
と
交
流
。
 
 

○
昭
和
六
三
年
度
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
動
振
興
基
金
助
成
 
 

金
を
受
け
る
。
 
 

六
三
年
）
 
 

ボウリング大会－スポーツの出会い（昭和62・10・14）  

」○√－  



六
・
十
八
 
 

五
・
二
一
 
 

四
・
十
二
 
 

三
・
二
七
 
 

三
・
十
九
 
 

二
・
二
〇
 
 

あ
べ
の
ベ
ル
タ
で
「
に
ぎ
や
か
」
な
新
年
会
を
開
き
、
 
 

話
の
花
を
咲
か
せ
た
。
 
 

○
車
イ
ス
が
見
た
韓
国
、
ハ
ワ
イ
 
 

幸
イ
ス
で
韓
国
、
ハ
ワ
イ
を
放
さ
れ
た
南
光
龍
平
氏
に
 
 

両
国
の
様
子
と
障
害
者
の
外
国
旅
行
に
つ
い
て
聞
く
。
 
 

○
与
謝
野
晶
子
 
歌
と
書
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
 
 

リ
フ
ト
バ
ス
で
、
堺
百
舌
鳥
に
あ
る
大
仙
公
園
内
の
博
 
 

物
館
見
学
。
堺
の
歴
史
と
、
与
謝
野
晶
子
の
「
歌
」
と
 
 

「
書
」
を
馨
且
す
る
。
 
 

O
「
妄
ふ
れ
あ
い
広
場
」
展
示
部
門
に
参
加
 
 

大
阪
市
社
協
他
主
催
の
貯
蓄
者
と
健
常
者
の
「
ふ
れ
あ
 
 

い
広
場
」
で
の
出
会
い
を
求
め
て
参
加
す
る
。
∧
サ
ロ
 
 

ン
。
あ
べ
の
∨
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
と
姦
二
一
号
配
 
 

布
。
∧
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
∨
の
情
動
を
撮
っ
た
写
真
等
 
 

を
展
示
し
て
P
R
す
る
。
 
 
 

○
地
域
福
祉
－
育
て
草
の
根
 
 

誰
も
が
住
み
よ
い
街
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
 
 

西
 
勝
彦
（
元
生
駒
市
々
全
議
員
）
氏
に
話
を
聞
く
。
 
 

○
ス
ト
レ
ス
て
、
な
ん
や
ろ
 
 

ス
ト
レ
ス
の
原
因
・
予
防
な
ど
輪
郭
に
つ
い
て
北
田
伸
 
 

彦
（
久
米
田
病
院
心
理
検
査
担
当
技
師
）
氏
に
聞
く
。
 
 

○
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
 
 

大
島
功
．
・
斉
藤
孝
文
両
氏
に
障
害
か
ら
来
る
ス
ト
レ
ス
 
 

と
そ
の
解
消
法
を
聞
き
、
参
加
者
と
一
緒
に
お
互
い
の
 
 

解
消
法
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
 
 

「、88ふれあい広場」展示部門に参加   

（昭和63・3・27）  
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十
一
・
十
二
 
 

七
・
十
六
 
 

九
。
十
七
 
 

九
二
一
一
 
 

十
・
二
九
 
 
 

八
。
二
八
 
 ○

住
い
の
工
夫
 
い
ろ
い
ろ
 
 

商
品
化
さ
れ
た
建
物
や
品
物
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
 
 

分
に
合
う
よ
う
に
考
え
、
作
っ
た
住
い
や
糞
に
つ
い
 
 

て
話
し
合
う
。
 
 

○
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
 
 

弟
十
五
回
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
「
な
ん
で
も
市
」
に
参
 
 

加
。
三
回
目
で
も
あ
り
、
な
じ
み
も
増
え
て
出
会
い
・
 
 

ふ
れ
あ
い
盛
況
と
な
る
。
 
 

○
私
の
歩
い
て
き
た
道
 
 

肢
体
障
害
者
の
秋
野
富
美
子
さ
ん
に
、
聴
覚
障
害
者
の
 
 

夫
と
の
出
会
い
と
そ
の
彼
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
を
聞
 
 

○
 
く
 
 

○
府
杜
協
「
福
祉
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
聾
且
 
 

本
紙
が
昨
年
に
続
い
て
「
優
良
賞
」
葦
 
 

○
み
ん
な
で
集
う
交
流
会
－
長
居
公
園
へ
出
か
け
よ
う
！
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
受
講
生
・
一
般
の
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
の
方
・
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
の
仲
間
達
・
老
人
福
 
 

祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
参
加
者
・
在
宅
老
 
 

人
の
方
々
と
共
に
、
自
然
に
学
び
、
自
然
と
親
し
む
。
 
 

○
た
く
さ
ん
の
愛
を
あ
り
が
と
う
 
 

阿
倍
野
区
民
ホ
ー
ル
に
於
て
「
第
三
回
阿
倍
野
区
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
交
流
会
－
あ
な
た
の
零
地
域
福
祉
に
」
が
 
 

開
催
さ
れ
、
映
画
「
た
く
さ
ん
の
警
り
が
と
う
」
 
 

を
蕃
且
し
た
。
そ
の
後
「
友
愛
・
老
人
」
 
「
重
岡
 
 

題
」
 
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
 
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
悩
み
」
 
 

たくさんの愛をありがとう（昭和63・11・12）  

あべのカーニバル（I利和63・8・28）   



■
一
九
八
九
（
正
 
 

一
・
二
一
 
 

十
二
・
 
三
 
 

十
二
・
十
四
 
 

三
。
十
八
 
 

四
。
十
五
 
 

五
二
一
十
 
 

」
ハ
・
十
七
 
 

二
・
十
八
 
 元

年
）
 
 

○
わ
く
わ
く
新
年
A
耳
 
 

あ
べ
の
ベ
ル
タ
地
下
二
階
の
「
龍
鳳
」
で
、
中
華
料
理
 
 

を
味
わ
い
な
が
ら
新
年
の
抱
負
を
詰
り
合
い
、
親
睦
を
 
 

探
め
る
。
 
 

0
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
 
見
学
 
 

人
間
が
幸
せ
に
生
き
る
権
利
と
自
由
に
生
き
る
権
利
が
 
 

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。
 
 

○
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
 
こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
 
 

毎
月
の
出
会
い
を
魅
力
あ
る
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
 
 

え
つ
つ
、
こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
た
。
 
 

○
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
消
費
税
が
 
 

岩
永
晴
滋
（
公
認
会
計
士
）
氏
を
迎
え
て
、
消
費
税
の
 
 

目
的
、
仕
組
み
、
間
庵
点
等
を
聞
く
。
 
 

○
ダ
ッ
ハ
ら
ん
ど
（
堺
市
大
仙
公
園
）
見
学
＝
雨
で
中
止
 
 

○
ト
ー
キ
ン
グ
エ
イ
ド
か
ら
は
じ
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
 

川
上
博
久
（
電
子
工
学
博
士
）
氏
が
開
発
さ
れ
た
ト
ー
 
 

キ
ン
グ
エ
イ
ド
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
あ
れ
こ
れ
を
聞
 
 

「
自
由
課
題
」
等
々
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
 
 

い
を
持
っ
た
。
 
 

○
と
き
め
き
の
ク
リ
ス
マ
ス
 
 

ゲ
ー
ム
・
ゼ
ス
チ
ャ
ー
。
ク
イ
ズ
・
手
話
コ
ー
ラ
ス
等
 
 

で
、
と
き
め
き
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
粂
し
む
。
 
 

O
「
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
括
動
振
興
基
金
」
の
助
成
金
交
付
。
 
 

トーキングエイドからはじまるコミュニケーション  

（平成元・6・17）  

こんなところにも消費税が（平成元・4・15）  
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十
二
・
十
八
 
 

十
二
・
九
 
 

十
一
二
一
五
 
 

七
・
十
五
 
 

九
。
十
六
 
 

十
。
二
一
 
 

八
。
十
三
 
 
 

九
二
一
二
 
 

○市 

○ ○ 

○地戒 

○ ○ 

ク ふ 〇三 
ボ 

私 
リ れ の 

く コ 

ーニバ 
○  ミュニ 

化石を ケー 

ね 
ア 

ション  

っ 

て 

。ビュ コ 
ー 

交流 

アの方と国 ンクール 
ョン  

の尊大 

で葺  

）先 

い  生に  
きく広げ 

り、  
る 

大阪の日賂史をたずねて  

（平成元・10。21）   

地域とコミュニケーション（平成元。9・16）  
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＿
一
九
九
〇
（
平
成
二
年
）
 
 

三
。
十
七
 
 

四
・
二
一
 
 

一
・
二
十
 
 

二
・
十
七
 
 

五
・
十
九
 
 

七
・
二
一
 
 

六
・
十
六
 
 
 ○

に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
ホ
ノ
ボ
ノ
と
し
た
新
年
会
 
 

○
ク
リ
ス
マ
ス
 
l
 
N
 
サ
ロ
ン
の
思
い
出
 
 

「
ク
リ
ス
マ
ス
一
之
サ
ロ
ン
」
 
（
ビ
デ
オ
撮
影
植
松
氏
）
 
 

と
「
身
障
者
は
今
（
井
上
憲
一
氏
と
セ
ル
フ
社
）
≡
宍
 
 

㊦
T
ご
の
ビ
デ
オ
聾
。
 
 

○
お
し
ゃ
れ
で
拡
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
 

あ
い
か
彩
子
（
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
氏
を
迎
え
て
、
 
 

こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
〃
お
し
ゃ
れ
〃
と
福
祉
に
つ
い
て
 
 

外
国
の
様
子
も
交
え
て
の
話
。
あ
い
か
氏
の
ニ
ッ
ト
作
 
 

品
十
二
点
も
展
示
。
 
 

○
オ
ム
ニ
マ
ッ
ク
ス
＆
プ
ラ
レ
タ
リ
ウ
ム
 
 

大
阪
市
立
科
学
館
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
ヘ
。
 
 

○
あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
役
割
と
活
動
 
 

竹
村
安
子
（
市
社
協
）
氏
と
吉
岡
知
美
（
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
 
 

氏
を
迎
え
て
あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
占
－
 
 

に
つ
い
て
聞
く
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
グ
ル
ー
プ
と
共
催
。
 
 

○
親
ば
な
れ
子
ば
な
れ
「
私
の
自
立
」
 
 

川
島
雅
意
氏
に
現
在
の
自
立
生
活
に
い
た
る
ま
で
の
、
 
 

紆
余
曲
折
を
。
 
 

○
親
ば
な
れ
子
ば
な
れ
 
 
 

「
障
害
者
の
自
立
を
応
推
す
る
親
の
立
場
か
ら
」
 
 

今
井
摘
行
（
堺
自
立
の
家
代
表
）
氏
に
、
親
の
立
場
か
 
 

ら
障
害
老
の
子
供
の
自
立
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。
 
 

にぎやかに楽しくホノポノとした新年会（平成2・1・20）  

おしゃれで拡がるコミュニケーション（平成2・3・17）  
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ゑ親方   
璧  

おめ  

あタカ璧ゑ  
50号記念誌にと、＜であい。ふれあい・助  

けあい＞のキィーワードで、みなさまに「ひと  

こと」をお願いしました。そうしましたら、来  

ました。届きました。いろいうな出会いが寄せ  

られて来ました。なかには、思わぬふれあいの  

悦びを書いた原稿も届きました。例会で出会っ  

たあの人、この人。。・の顔を思い出しながら、お  

読みになってください。また、お読みになって  

から、例会でお会いになられては、いかがでし  

よつ○＝。  

大体50音順になっております。  

こ
の
世
は
 
 

出
会
い
ふ
れ
あ
い
助
け
あ
い
 
 

秋
 
野
 
富
美
子
 
 

一
昨
年
（
昭
和
六
三
年
九
月
）
私
 
 

は
、
初
め
て
冨
田
慶
子
さ
ん
た
ち
の
 
 

運
営
す
る
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
グ
ル
 
 

ー
プ
と
の
出
会
い
を
持
ち
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
と
な
っ
 
 

た
の
は
、
昭
和
六
〇
年
の
六
月
か
ら
 
 

阿
倍
野
の
手
蛮
習
会
に
参
加
し
、
 
 

以
来
手
話
サ
ー
ク
ル
と
の
関
わ
り
上
、
 
 

聾
唖
間
組
に
括
躍
さ
れ
て
い
る
旭
純
 
 

子
さ
ん
の
引
き
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
そ
の
手
話
と
の
出
会
い
 
 

は
、
当
時
一
講
習
生
だ
っ
た
聴
覚
障
 
 

害
者
の
F
さ
ん
と
の
出
会
い
に
あ
っ
 
 

た
。
 
 
 

こ
の
様
に
た
ど
っ
て
行
く
と
人
生
 
 

人
と
の
出
会
い
は
、
み
ん
な
誰
か
の
 
 

お
陰
で
誰
か
と
出
会
い
、
温
か
い
ふ
 
 

れ
あ
い
の
お
陰
で
、
又
次
の
誰
か
と
 
 

出
会
う
。
目
に
見
え
な
い
一
大
の
糸
 
 

で
結
ば
れ
て
い
る
様
で
、
何
と
も
不
 
 

思
議
で
な
ら
な
い
。
 
 
 

中
で
も
、
宮
田
さ
ん
と
の
出
会
い
 
 

は
、
も
っ
と
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
 
 

ず
っ
と
ず
っ
と
昔
、
お
互
い
に
名
前
 
 

も
知
ら
な
い
で
大
阪
市
大
の
病
院
内
 
 

で
、
出
会
っ
て
い
る
。
看
護
婦
さ
ん
 
 

が
呼
ん
だ
「
け
い
子
ち
ゃ
ん
」
と
云
 
 

う
名
前
と
白
髪
の
お
ば
あ
さ
ん
が
押
 
 

し
て
い
る
乳
母
車
に
乗
せ
ら
れ
た
五
 
 

六
才
の
少
女
。
「
ど
こ
が
悪
い
の
で
 
 

す
か
」
と
聞
い
た
私
に
「
全
身
の
関
 
 

節
が
リ
ュ
ー
マ
チ
で
自
由
が
き
か
な
 
 
 

い
ん
で
す
よ
」
と
云
わ
れ
た
お
ば
あ
 
 

さ
ん
の
言
葉
が
は
っ
き
り
と
記
憶
し
、
 
 

前
を
通
り
過
ぎ
る
人
を
目
た
け
で
追
 
 

っ
て
い
た
可
愛
い
少
女
の
様
子
が
頭
 
 

の
中
に
や
き
つ
い
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

私
も
当
時
は
、
十
九
才
で
股
関
節
 
 

脱
臼
の
手
術
は
失
敗
に
終
り
、
膝
か
 
 

ら
下
麻
痺
し
た
右
足
を
引
き
づ
っ
て
 
 

松
菓
放
で
や
っ
と
院
内
を
散
歩
出
来
 
 

る
様
に
な
っ
た
時
の
事
で
す
。
昭
和
 
 

二
六
年
の
初
秋
唄
で
す
。
感
覚
の
な
 
 

い
腫
れ
上
っ
た
冷
た
い
ま
っ
黒
の
右
 
 

足
を
見
て
い
る
と
気
が
滅
入
っ
て
泣
 
 

き
た
く
な
る
、
そ
ん
な
暗
い
つ
も
け
 
 

い
子
ち
ゃ
ん
を
想
い
出
し
て
、
あ
の
 
 

14   



小
さ
い
女
の
子
が
必
死
で
全
身
の
リ
 
 

ュ
ー
マ
チ
と
闘
っ
て
い
る
の
だ
と
自
 
 

分
に
云
い
聞
か
せ
励
ま
し
て
、
気
を
 
 

取
り
直
し
て
い
た
も
の
で
す
。
 
 
 

だ
か
ら
「
け
い
子
ち
ゃ
ん
」
の
面
 
 

影
は
ず
っ
と
私
の
脳
裏
に
あ
り
ま
し
 
 

た
。
折
り
に
ふ
れ
て
は
想
い
出
し
て
 
 

「
け
い
子
ち
ゃ
ん
」
も
頑
張
っ
て
る
 
 

か
な
と
何
度
思
っ
た
こ
と
か
。
 
 
 

そ
れ
が
昭
和
六
三
年
九
月
思
い
も
 
 

か
け
ず
に
出
会
っ
た
の
が
、
冨
田
慶
 
 

子
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。
勿
論
す
ぐ
 
 

に
は
、
誰
だ
か
全
く
分
り
ま
せ
ん
で
 
 

し
た
。
詣
を
聞
い
て
び
っ
く
り
す
る
 
 

や
ら
懐
か
し
い
や
ら
、
ず
っ
と
快
く
 
 

な
っ
て
お
元
気
に
括
躍
さ
れ
て
る
冨
 
 

田
さ
ん
に
思
わ
ず
拍
手
を
贈
り
ま
し
 
 

た
。
・
逆
境
に
立
た
さ
れ
て
な
お
自
分
 
 

の
課
題
、
目
療
が
す
え
ら
れ
る
こ
の
 
 

芯
の
強
さ
が
自
己
成
長
の
夢
を
一
大
き
 
 

く
実
ら
せ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

本
年
は
、
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
発
足
 
 

五
周
年
、
誠
に
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
 
 

ま
す
。
宮
田
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
 
 

ュ
な
ご
括
躍
に
敬
意
と
惜
し
み
な
い
 
 

「
元
気
が
出
る
」
サ
ロ
ン
紙
 
 

足
 
立
 
裕
 
子
 
 
 

「
元
気
が
出
る
」
機
関
紙
軋
毎
回
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

地
に
足
つ
い
た
日
々
の
生
活
や
、
 
 

実
践
か
ら
出
る
言
葉
は
、
大
変
力
強
 
 

く
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

そ
の
言
葉
に
、
私
は
い
つ
も
励
ま
 
 

さ
れ
、
う
な
ら
さ
れ
ま
す
。
 
 

出
会
い
は
ハ
ッ
ピ
ー
 
 

今
 
西
 
美
奈
子
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
紙
五
〇
号
記
念
 
 

紙
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
 
 

も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

私
は
「
ま
ご
こ
ろ
の
集
い
社
」
の
 
 

会
員
で
、
冨
田
康
子
さ
ん
と
は
古
く
 
 

か
ら
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
 
 

り
ま
す
。
沢
山
歩
く
必
要
の
あ
る
時
 
 

拍
手
を
贈
り
ま
す
。
 
 
 

今
後
共
、
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
 
 

り
し
ま
す
。
 
 

勉
 
強
 
の
 
場
 
に
 
 

植
 
松
 
菊
 
雄
 
 
 

五
周
年
記
念
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
 
 

ま
す
。
私
も
仲
間
入
り
さ
せ
て
も
ら
 
 

っ
て
二
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
行
 
 

事
参
加
も
数
え
る
程
で
す
が
、
多
く
 
 

の
人
達
と
の
交
流
を
心
が
け
、
勉
強
 
 

の
場
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 
 

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
参
加
で
き
る
 
 

よ
う
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
 
 

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
益
々
の
ご
発
 
 

展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
ー
。
 
 

は
車
椅
子
を
使
い
ま
す
が
、
日
常
の
 
 

暮
ら
し
は
松
葉
杖
で
何
と
か
や
っ
て
 
 

い
ま
す
。
昨
年
の
身
障
者
国
体
「
は
 
 

ま
な
す
大
会
」
に
、
車
椅
子
召
米
走
 
 

と
背
泳
二
玉
来
に
出
場
し
、
金
と
銀
 
 

を
も
ら
っ
て
釆
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
よ
 
 

り
も
、
又
新
し
い
友
達
が
沢
山
で
き
 
 

た
こ
と
が
、
と
て
も
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
 
 

た
。
良
い
出
会
い
に
又
恵
ま
れ
ま
す
 
 

様
に
。
 
 

＜
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
＞
 
 

五
周
年
を
祝
し
て
 
 

A
 
了
 
 
 

お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
！
 
 
 

あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
 
 

ロ
ー
発
足
後
、
同
様
よ
り
の
紹
介
に
 
 

て
、
出
会
い
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 
 

も
う
、
四
年
以
上
に
も
な
る
の
で
す
 
 

ね
…
。
そ
れ
だ
け
年
齢
を
重
ね
た
事
 
 

に
も
な
り
ま
す
が
…
。
何
の
と
り
え
 
 

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
事
も
な
く
 
 

今
日
に
至
り
ま
し
た
。
 
 
 

で
も
、
あ
の
方
と
あ
ん
な
話
を
し
、
 
 

こ
の
方
と
こ
ん
な
話
を
と
、
色
々
の
 
 

出
会
い
が
あ
り
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
 
 

し
た
。
時
に
は
施
設
の
見
学
、
ク
リ
 
 

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
、
新
年
会
等
々
、
 
 

毎
月
切
れ
る
事
の
な
い
話
が
あ
り
、
 
 

楽
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

運
営
委
員
の
裏
の
作
業
は
大
変
で
 
 

す
ね
。
企
画
及
び
編
集
、
原
稿
依
顔
 
 

等
ご
苦
労
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
 
 

て
下
さ
い
。
私
も
、
健
康
の
許
す
限
 
 

り
、
楽
し
い
出
会
い
に
参
加
し
た
い
 
 

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ね
・
・
・
。
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出
会
い
を
楽
し
み
に
 
 

大
 
里
 
哲
 
子
 
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
五
周
年
記
 
 

念
並
び
に
「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
紙
 
 

五
〇
号
記
念
を
、
心
よ
り
お
よ
ろ
こ
 
 

び
い
た
し
ま
す
。
「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
 
 

の
」
の
集
い
に
は
ま
だ
一
度
も
参
加
 
 

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
私
で
ご
 
 

ざ
い
ま
す
が
、
御
紙
を
通
し
て
皆
様
 
 

の
明
る
い
魅
丁
刀
あ
る
着
想
、
発
言
等
 
 

が
手
に
と
る
様
に
わ
か
り
、
如
何
に
 
 

も
現
代
人
ら
し
く
て
、
力
強
く
頼
も
 
 

し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
居
 
 

り
ま
す
。
従
っ
て
御
紙
が
届
く
の
が
 
 

楽
し
み
で
待
ち
遠
レ
い
位
で
ご
ざ
い
 
 

ま
す
。
私
の
手
許
に
は
ま
だ
二
、
三
 
 

冊
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
既
に
五
〇
 
 

号
と
は
、
こ
の
紙
を
生
み
育
て
て
こ
 
 

こ
ま
で
成
長
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
皆
様
 
 

の
熱
意
の
樫
に
敬
服
い
た
し
て
居
り
 
 

ま
す
。
私
も
是
非
「
サ
ロ
ン
。
あ
べ
 
 

の
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
 
 

様
と
の
気
の
垂
ら
な
い
お
つ
き
合
い
 
 

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
希
い
な
が
 
 

ら
、
い
つ
も
都
合
が
つ
か
ず
残
念
に
 
 

あ
や
ま
ち
を
お
か
す
権
利
 
 

聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
大
学
 
 

岡
 
本
 
栄
一
 
 
 

松
山
に
兼
た
頃
、
こ
ん
な
情
景
に
 
 

出
会
っ
た
。
あ
る
・
小
さ
な
番
店
に
立
 
 

ち
寄
っ
て
太
を
あ
さ
っ
て
い
た
時
の
 
 

こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
書
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
店
 
 

主
と
お
ぼ
し
き
男
性
が
、
次
ぎ
つ
ぎ
 
 

と
慌
た
だ
し
く
幼
稚
園
ら
し
き
所
に
 
 

電
話
を
入
れ
て
は
、
そ
の
幼
稚
園
の
 
 

誰
か
が
、
本
の
注
文
を
し
な
か
っ
た
 
 

か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
二
、
三
個
所
問
い
合
わ
 
 

せ
て
確
証
が
得
ら
れ
な
い
と
、
そ
の
 
 

そ
ば
の
、
し
よ
ば
ん
と
頭
を
う
な
だ
 
 

れ
て
い
る
二
五
歳
ぐ
ら
い
の
、
右
手
 
 

に
障
害
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
女
性
を
 
 

意
識
に
い
れ
な
が
ら
、
そ
れ
と
な
く
、
 
 

低
い
声
で
 
 

「
何
歳
位
の
女
の
人
の
声
だ
っ
た
か
 
 

ね
ぇ
。
困
っ
た
な
」
と
か
、
 
 

「
ち
ょ
っ
と
メ
モ
し
と
け
ば
よ
か
っ
 
 

た
の
に
な
ぁ
」
 
 

と
か
い
っ
て
、
こ
ぼ
し
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

わ
た
し
に
は
、
状
況
は
す
ぐ
理
解
 
 

出
来
た
。
受
付
の
障
害
を
も
っ
て
い
 
 

が
注
文
し
た
か
を
メ
モ
し
て
い
な
か
 
 

る
当
の
女
性
が
、
幼
稚
園
か
ら
太
の
 
 

っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
わ
 
 

注
文
を
受
け
た
も
の
の
、
ど
こ
の
誰
 
 

た
し
は
、
こ
の
女
性
は
少
な
く
と
も
 
 

左
手
で
文
字
が
書
け
る
も
の
と
判
断
 
 

し
た
）
 
 

た
だ
救
い
と
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
 
 

そ
の
店
主
ら
し
き
男
性
が
、
彼
女
に
 
 

対
し
て
、
強
く
し
か
っ
て
い
る
風
で
 
 

は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
こ
と
は
、
障
害
を
も
っ
 
 

た
当
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
初
体
験
 
 

だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
う
し
 
 

た
電
話
の
注
文
の
際
は
、
用
件
、
相
 
 

手
の
名
前
、
電
話
番
号
な
ど
を
メ
モ
 
 

す
る
こ
と
位
は
、
今
日
の
よ
う
な
電
 
 

話
時
代
な
ら
常
識
だ
と
、
い
え
ば
い
 
 

え
よ
う
。
 
 
 

た
い
て
い
の
人
は
、
中
学
生
位
の
 
 

頃
か
ら
、
親
の
留
守
の
時
に
か
か
っ
 
 

て
来
た
電
話
先
の
名
前
あ
る
い
は
電
 
 

話
番
号
を
、
う
っ
か
り
メ
モ
を
せ
ず
 
 

に
忘
れ
て
、
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
 
 

経
験
が
あ
ろ
う
。
人
は
そ
う
し
た
あ
 
 

や
ま
ち
や
苦
い
失
敗
の
経
験
か
ら
、
 
 

メ
モ
を
と
る
こ
と
、
さ
ら
に
改
め
て
 
 

反
復
し
て
、
先
方
の
住
所
や
電
話
番
 
 

号
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
 
 

証
す
る
こ
と
を
覚
え
る
。
失
敗
を
土
 
 

台
に
し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
如
何
 
 

に
大
事
な
行
為
で
あ
る
か
を
認
識
す
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
電
話
を
受
け
た
時
の
失
 
 

敗
の
話
だ
が
、
人
生
の
半
分
は
、
失
 
 

敗
の
経
験
で
埋
っ
て
い
る
の
で
は
な
 
 

い
か
、
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
考
え
 
 

て
み
れ
ば
、
人
は
数
多
く
の
あ
や
ま
 
 

ち
や
失
敗
を
成
長
の
糧
に
し
て
大
き
 
 

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
 
 

駅
を
間
違
え
た
り
、
汽
車
に
乗
り
遅
 
 

れ
た
り
、
忘
れ
物
を
し
た
り
、
物
を
 
 

盗
ら
れ
た
り
、
と
ぃ
っ
た
数
々
の
失
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思
っ
て
居
り
ま
す
。
と
は
云
っ
て
も
 
 

先
に
、
二
回
程
阿
倍
野
区
肢
体
師
事
 
 

老
協
会
の
皆
様
と
の
旅
行
に
同
行
さ
 
 

せ
て
い
た
だ
き
、
又
今
年
の
区
身
協
 
 

新
年
会
で
も
何
人
か
の
サ
ロ
ン
参
加
 
 

の
皆
様
に
お
目
に
掛
り
、
健
常
者
の
 
 

私
の
方
が
色
々
な
面
で
学
ば
し
て
い
 
 

た
だ
き
勇
気
づ
け
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
 
 
 

神
様
は
私
達
人
間
を
決
し
て
不
公
 
 

平
に
な
さ
る
方
で
は
な
く
そ
の
人
、
 
 

そ
の
人
に
必
ず
生
き
甲
斐
と
幸
せ
を
 
 

与
え
て
下
さ
る
事
を
借
じ
て
お
互
い
 
 

に
努
力
し
、
学
び
舎
い
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

皆
様
の
ご
多
を
祈
り
つ
1
、
お
目
 
 

に
掛
れ
る
日
を
楽
し
み
に
い
た
し
て
 
 

居
り
ま
す
。
 
 

サ
ロ
ン
五
周
年
に
寄
せ
て
 
 

大
 
戸
 
睦
 
美
 
 
 

去
年
の
十
一
月
か
ら
サ
ロ
ン
を
通
 
 

し
て
障
害
を
持
っ
た
力
達
と
知
り
合
 
 

い
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
何
故
か
、
 
 

自
分
の
家
族
の
事
を
い
ろ
い
ろ
と
考
 
 

え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

敗
の
経
験
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
土
台
 
 

に
社
会
を
知
っ
た
り
、
人
と
人
と
の
 
 

つ
な
が
り
の
コ
ツ
な
ど
を
お
ぼ
え
る
。
 
 

こ
う
し
た
経
験
か
ら
人
は
生
括
の
幅
 
 

を
創
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

先
日
、
『
花
に
な
れ
、
風
に
な
れ
』
 
 

と
い
う
、
「
た
ん
ほ
ぼ
運
動
十
六
年
 
 

の
記
録
」
を
綴
っ
た
本
が
送
ら
れ
て
 
 

き
た
。
奈
良
が
生
ん
だ
「
わ
た
ぼ
う
 
 

し
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
よ
く
知
ら
れ
て
 
 

い
る
運
動
で
あ
る
。
こ
の
大
の
最
後
 
 

の
方
に
「
た
ん
ぽ
ぽ
憲
章
」
と
い
う
 
 

の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
憲
章
は
八
章
で
構
成
さ
れ
て
 
 

い
る
が
、
そ
の
六
章
に
「
そ
の
人
が
 
 

挑
戦
し
、
あ
や
ま
ち
を
お
か
す
こ
と
 
 

が
で
き
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
一
 
 

般
の
人
が
見
る
と
、
こ
の
「
あ
や
ま
 
 

ち
を
お
か
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
 
 

う
言
葉
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
 
 

理
解
し
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
 
 

こ
で
、
少
し
説
明
す
る
と
、
こ
の
憲
 
 

章
は
、
障
害
者
の
授
産
譲
で
あ
る
 
 

「
た
ん
ぼ
ぼ
の
家
」
の
憲
章
だ
と
い
 
 

え
ば
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

障
害
者
藷
を
つ
く
る
と
、
「
あ
 
 

れ
を
し
て
は
い
け
な
い
」
 
「
こ
れ
を
 
 

し
て
は
い
け
な
い
」
と
、
つ
い
つ
い
 
 

管
理
的
な
発
想
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 
 

そ
れ
で
は
障
害
者
の
社
会
性
ほ
表
わ
 
 

れ
な
い
。
自
立
は
促
進
さ
れ
な
い
。
 
 

そ
こ
で
、
「
あ
や
ま
ち
を
お
か
す
こ
 
 

と
」
と
い
っ
た
。
や
や
過
撤
な
表
現
 
 

な
が
ら
、
障
害
者
の
主
体
性
を
尊
重
 
 

し
、
多
少
の
リ
ス
ク
（
危
険
）
を
侵
 
 

し
て
で
も
社
会
性
や
自
立
性
を
伸
ば
 
 

そ
う
と
い
う
発
想
か
ら
出
た
言
葉
だ
、
 
 

と
理
解
し
た
い
。
 
 
 

経
験
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
障
 
 

害
が
あ
る
こ
と
の
た
め
に
、
親
や
そ
 
 

の
周
辺
の
人
た
ち
か
ら
「
禁
止
の
制
 
 

限
」
が
加
え
ら
れ
、
経
験
の
傾
が
狭
 
 

め
ら
れ
や
す
い
。
事
故
と
か
失
敗
を
 
 

怖
れ
る
結
果
と
し
て
、
当
の
障
害
者
 
 

自
身
の
社
会
性
や
自
立
性
が
欠
乏
す
 
 

る
こ
と
に
な
る
。
先
の
電
話
の
事
件
 
 

も
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
て
 
 

い
る
と
理
解
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
の
憲
章
も
、
こ
 
 

う
し
た
こ
と
の
反
省
と
し
て
謳
わ
れ
 
 

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

冨
田
さ
ん
か
ら
、
「
サ
ロ
ン
・
あ
 
 

べ
の
」
が
五
周
年
目
の
五
〇
号
を
迎
 
 

え
る
か
ら
、
そ
の
記
念
号
に
何
か
書
 
 

い
て
ほ
し
い
と
の
、
メ
モ
風
の
手
紙
 
 

を
二
回
も
も
ら
っ
て
、
断
ろ
う
と
一
 
 

度
は
思
っ
た
の
の
、
や
さ
し
さ
の
こ
 
 

も
っ
た
冨
田
さ
ん
の
筆
運
び
と
、
あ
 
 

の
温
顔
を
思
い
浮
べ
、
断
っ
た
ら
バ
 
 

チ
が
当
る
と
思
い
直
し
て
、
最
近
こ
 
 

こ
ろ
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
「
あ
や
 
 

ま
ち
を
お
か
す
こ
と
」
に
つ
い
て
書
 
 

い
た
。
 
 

一
見
さ
さ
や
か
に
見
え
る
サ
ロ
ン
 
 

の
情
動
も
、
障
害
を
も
っ
た
人
達
に
 
 

と
っ
て
は
「
社
会
的
な
経
験
」
の
帽
 
 

を
広
げ
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
 
 

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
地
道
な
歩
み
 
 

な
が
ら
、
さ
ら
に
十
年
へ
、
百
号
発
 
 

刊
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
 
 

思
う
。
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触
ら
ぬ
神
に
…
と
い
う
け
れ
ど
 
 

小
 
倉
 
寛
一
 
 
 

当
麻
寺
へ
牡
丹
見
物
の
予
定
が
、
 
 

珍
客
で
中
止
と
な
り
、
家
内
が
駅
ま
 
 

で
送
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
慧
中
 
 

で
、
単
車
の
男
が
人
事
不
省
で
倒
れ
 
 

て
い
る
の
に
出
く
わ
し
た
。
慌
て
て
 
 

何
と
か
…
？
と
云
う
の
で
盲
十
番
通
 
 

報
を
し
た
。
任
所
・
氏
名
・
電
話
も
 
 

聞
か
れ
、
も
う
一
度
状
態
を
見
て
く
 
 

れ
と
言
わ
れ
、
急
い
で
元
の
場
所
に
 
 

戻
る
と
、
去
ら
し
い
人
が
い
る
。
 
 
 

盲
十
番
を
し
た
と
云
う
と
、
困
惑
 
 

顔
で
「
救
急
車
が
乗
た
ら
運
転
免
許
 
 

勉
強
は
サ
ロ
ン
で
 
 

加
賀
谷
 
正
 
 
 

僕
は
、
三
人
の
障
害
者
の
外
出
介
 
 

護
や
泊
ま
り
介
護
を
し
て
ま
す
が
、
 
 

サ
ロ
ン
で
は
介
護
を
し
て
い
な
い
の
 
 

で
、
い
つ
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

証
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
ら
、
断
っ
 
 

て
く
れ
」
と
拝
む
様
に
頼
む
の
で
、
 
 

フ
ー
フ
ー
云
い
な
が
ら
、
再
度
、
盲
 
 

十
番
へ
連
絡
を
入
れ
た
。
「
今
、
行
 
 

っ
た
が
誰
も
い
な
か
っ
た
」
と
。
 
 
 

嘘
も
方
便
と
云
う
が
、
し
ん
ど
い
 
 

め
を
し
て
二
度
も
膏
十
番
を
し
た
。
 
 

〃
膏
不
関
、
触
ら
ぬ
神
に
兼
な
し
〃
 
 

と
云
う
此
の
頃
の
風
潮
で
あ
る
が
、
 
 

そ
れ
が
出
来
な
い
鈍
な
男
。
 
 
 

車
椅
子
に
手
引
き
さ
れ
て
 
 

柿
 
岡
 
 
忠
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
五
周
年
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 

歩
行
運
動
の
た
め
、
よ
く
車
椅
子
 
 

の
後
ろ
に
つ
い
て
歩
き
廻
り
、
彷
に
 
 

辛
が
溢
れ
て
い
る
の
に
今
更
な
が
ら
 
 

驚
か
さ
れ
る
。
車
楠
子
か
ら
は
、
自
 
 

動
車
が
邪
魔
な
よ
う
に
、
辛
か
ら
見
 
 

る
と
車
椅
子
が
ウ
ロ
チ
ョ
ロ
動
き
廻
 
 

る
の
が
ウ
ル
サ
ク
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ど
う
し
て
も
、
許
せ
な
い
の
は
、
 
 

歩
道
に
乗
り
上
げ
た
辛
が
道
を
ふ
さ
 
 

い
で
い
る
こ
と
だ
。
段
差
が
あ
る
の
 
 

で
す
ぐ
車
道
に
出
ら
れ
ず
、
迂
回
し
 
 

て
危
険
な
車
道
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
っ
 
こ
の
場
合
視
力
障
善
書
が
 
 

白
杖
を
頼
り
に
一
人
歩
き
し
て
い
る
 
 

時
た
っ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

許
せ
な
い
こ
と
だ
…
。
 
 

い
ま
す
り
 
 
 

美
し
く
咲
い
た
あ
じ
さ
い
、
丹
精
 
 

し
て
育
て
ら
れ
た
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り
 
 

の
花
々
を
眺
め
な
が
ら
、
大
自
然
の
 
 

結
成
五
周
年
 
 

歩
み
 
楽
し
く
 
 

柿
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
 
 

同
 
 
線
 
 

輪
 
か
 
ら
 
和
 
へ
 
 

金
 
子
 
花
 
れ
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
皆
様
の
輪
が
 
 

し
っ
か
り
と
結
ば
れ
て
、
世
間
へ
広
 
 

く
歩
み
出
さ
れ
た
そ
の
実
り
が
、
今
 
 

日
五
周
年
と
い
う
記
念
日
を
迎
え
ら
 
 

れ
ま
し
た
。
お
一
人
毎
に
握
手
さ
せ
 
 

て
い
た
だ
き
た
い
喜
び
を
覚
え
て
お
 
 

り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
 
 

お
世
話
な
り
、
ま
と
め
役
な
り
の
ご
 
 

努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
紙
の
貢
も
増
え
、
内
容
も
 
 

な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
で
読
み
応
え
が
 
 

あ
り
、
何
か
示
竣
を
残
し
て
下
さ
い
 
 

ま
す
。
 
 
 

外
気
を
一
ば
い
に
浴
び
る
の
は
、
楽
 
 

し
い
ら
 
 
 

二
月
の
サ
ロ
ン
の
出
会
い
に
参
加
 
 

し
た
時
、
ビ
デ
オ
で
知
っ
た
セ
ル
フ
 
 

社
の
井
上
氏
ご
一
家
の
充
実
し
た
社
 
 

会
参
加
を
拝
見
し
て
、
私
も
謙
虚
に
 
 

大
空
を
見
つ
め
て
歩
ん
で
行
き
た
い
 
 

と
思
い
ま
す
。
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一
読
者
と
し
て
応
接
し
ま
す
 
 

黒
 
羽
 
玲
 
子
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
発
行
五
周
年
お
 
 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
 
 

機
関
紙
を
他
に
読
ん
で
い
る
わ
け
で
 
 

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

情
動
を
し
た
経
験
も
な
い
の
で
す
が
、
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
紙
は
、
と
て
も
内
 
 

容
が
充
実
し
て
い
て
毎
回
、
読
む
の
 
 

が
楽
し
み
で
す
。
以
前
、
お
風
呂
の
 
 

事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
入
浴
が
 
 

身
障
者
に
と
っ
て
楽
し
み
ど
こ
ろ
か
 
 

大
へ
ん
な
事
だ
な
ん
て
、
と
て
も
シ
 
 

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
我
家
に
は
、
主
人
 
 

か
飲
ん
で
遅
く
に
帰
る
為
、
二
階
に
 
 

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
つ
け
ま
し
た
。
 
 
 

が
、
シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
続
け
て
入
る
 
 

こ
れ
は
葦
－
帖
程
の
恵
も
何
も
な
 
 

い
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
物
で
す
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
、
和
か
ら
生
れ
る
集
 
 

い
の
方
向
を
目
指
さ
れ
て
、
注
目
の
 
 

サ
ロ
ン
紙
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
 
 

ま
す
。
 
 

ふ
れ
あ
い
の
五
周
年
 
 

糀
 
谷
 
終
一
 
 
 

人
生
に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
は
と
 
 

て
も
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
 
 

ふ
れ
あ
い
を
す
る
た
め
に
は
、
出
会
 
 

い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

私
の
最
初
の
出
会
い
の
場
が
サ
ロ
 
 

ン
。
あ
べ
の
だ
っ
た
。
当
初
は
知
っ
 
 

と
、
真
冬
の
朝
で
も
嘆
か
く
、
出
て
 
 

し
ば
ら
く
は
、
セ
ー
タ
ー
を
着
る
気
 
 

か
し
な
い
位
で
す
。
こ
れ
た
と
、
ス
 
 

ペ
ー
ス
も
大
し
て
い
ら
な
い
し
、
柚
 
 

子
に
座
っ
た
ま
ま
入
れ
る
の
で
は
な
 
 

い
で
し
ょ
う
か
？
。
 
 
 

ペ
ン
ネ
ー
ム
（
知
）
氏
の
エ
ッ
セ
 
 

イ
は
、
い
つ
も
一
番
先
に
読
ま
せ
て
 
 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
少
年
と
の
出
 
 

会
い
の
話
、
手
紙
の
話
、
免
れ
て
い
 
 

る
こ
と
…
…
み
ん
な
心
に
残
る
話
ば
 
 

か
り
で
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
一
変
読
者
と
し
て
、
 
 

応
援
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
 
 

ヽ
 
っ
 
 

、
■
V
▲
 
 

今
後
の
発
展
を
祈
っ
て
 
 

心
 
の
 
灯
 
 
 

創
立
五
周
年
 
お
目
出
度
う
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
心
か
ら
拍
手
を
贈
り
ま
す
。
 
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
の
機
関
紙
 
 

は
、
表
彰
に
価
す
る
す
ば
ら
し
い
編
 
 

集
で
す
。
何
時
も
う
れ
し
く
拝
見
し
 
 

て
居
り
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
こ
そ
、
健
常
者
 
 

・
障
害
者
を
と
わ
ず
、
お
話
合
い
、
 
 

お
し
ゃ
べ
り
に
、
お
茶
を
友
と
し
て
 
 

花
を
咲
か
せ
る
集
い
ー
。
 
 
 

私
は
、
グ
ル
ー
プ
の
中
の
お
一
人
 
 

を
永
年
心
の
灯
と
し
、
長
い
年
月
そ
 
 

っ
と
心
の
糧
と
し
て
己
を
育
ん
で
来
 
 

て
い
る
人
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
が
、
 
 

回
を
重
ね
る
う
ち
に
い
ろ
ん
な
人
を
 
 

知
っ
た
。
今
年
は
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
 
 

緯
成
五
周
年
。
こ
れ
は
私
の
五
周
年
 
 

で
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
か
 
 

ら
も
私
達
に
ふ
れ
あ
い
を
与
え
て
く
 
 

れ
る
会
と
し
て
、
永
続
し
て
欲
し
い
 
 

と
思
う
。
 
 

て
い
る
目
棲
の
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
 
 

そ
の
方
は
、
斉
藤
さ
ん
で
す
。
私
が
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
頃
、
山
本
 
 

早
苗
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
の
お
 
 

詣
で
知
っ
た
の
で
す
。
過
日
の
サ
ロ
 
 

ン
に
投
稿
し
て
く
れ
た
文
章
を
拝
見
 
 

し
て
、
今
更
乍
ら
敬
意
を
表
し
ま
し
 
 

た
。
心
な
い
人
達
の
言
語
・
仕
草
に
 
 

対
し
て
、
彼
の
寛
大
な
気
持
に
対
し
、
 
 

そ
の
心
情
を
思
う
と
さ
も
あ
ろ
う
に
 
 

あ
1
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
、
思
い
知
 
 

ら
さ
れ
る
事
の
数
々
、
頭
が
下
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
の
場
で
は
、
皆
さ
ん
と
充
 
 

分
お
話
合
い
も
出
来
ま
せ
ん
が
、
心
 
 

お
き
な
く
話
し
あ
っ
て
お
互
い
の
コ
 
 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
い
 
 

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
願
っ
て
居
 
 

り
ま
す
。
 
 
 

富
田
さ
ん
。
石
田
さ
ん
達
の
豊
な
 
 

●
○
 
 

志
想
の
リ
ー
ダ
ー
の
元
、
ど
う
ぞ
増
 
 

々
の
御
発
展
を
希
望
し
て
居
り
ま
す
 
 
 

手
を
つ
な
い
で
、
ス
ク
ラ
ム
組
ん
 
 

で
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
を
高
め
て
い
き
1
9
 
 

た
い
も
の
で
す
ね
。
 
 
 



出
会
い
 
あ
り
か
と
う
 
 

小
 
嶺
 
佐
栄
子
 
 
 

＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
＞
に
は
、
宙
 
 

E
さ
ん
が
、
お
さ
そ
い
下
さ
い
ま
し
 
 

て
、
初
め
て
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
 
 

持
ち
、
心
よ
り
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
 
 

き
ま
し
た
。
又
、
色
々
な
と
こ
ろ
へ
 
 

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
時
 
 

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
に
ご
 
 

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
 
 

謝
し
て
お
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
、
 
 

お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

こ
れ
か
ら
も
サ
ロ
ン
 
 

斉
 
藤
 
孝
 
文
 
 
 

サ
ロ
ン
も
い
よ
い
よ
、
五
周
年
を
 
 

迎
え
ら
れ
て
、
誓
只
の
一
人
と
 
 

し
て
大
変
嬉
し
い
限
り
で
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
 
 

ふ
れ
あ
い
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
し
 
 

た
中
で
や
は
り
、
人
間
に
と
っ
て
、
 
 

特
に
障
害
者
に
と
っ
て
、
友
情
の
輸
、
 
 

真
心
が
い
か
に
大
切
か
あ
ら
た
め
て
 
 

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
の
時
期
 
 

に
あ
る
番
情
で
ア
ベ
ノ
か
ら
遠
く
離
 
 

毎
月
の
サ
ロ
ン
に
出
席
す
る
と
、
 
 

お
友
達
が
出
来
る
の
で
、
私
も
頑
張
 
 

っ
て
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
、
今
年
は
五
周
年
と
の
こ
 
 

と
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

運
営
委
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
 
 

で
す
∩
′
 
＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
∨
が
、
 
 

い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
心
よ
り
、
 
 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

オ
シ
ャ
レ
は
 
楽
し
い
 
 

略
 
本
 
ヒ
サ
エ
 
 
 

私
と
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
出
会
い
 
 

は
、
も
う
二
年
に
も
な
る
が
、
そ
の
 
 

わ
り
に
は
出
席
率
が
悪
く
、
今
ま
で
 
 

に
五
回
だ
け
で
す
。
そ
の
最
も
新
し
 
 

い
の
が
新
年
会
で
す
。
あ
の
時
の
楽
 
 

し
さ
と
温
か
い
雰
囲
気
は
、
今
も
私
 
 

の
心
に
余
韻
を
残
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

名
前
を
覚
え
る
の
が
苦
手
な
の
で
 
 

れ
た
橿
原
に
引
越
す
こ
と
に
な
り
、
 
 

と
て
も
悲
し
い
の
で
す
け
れ
ど
、
し
 
 

か
し
、
ま
た
新
た
な
決
意
を
も
っ
て
 
 

友
達
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
ま
た
、
チ
ョ
ク
チ
ョ
 
 

ク
サ
ロ
ン
ヘ
顔
を
出
し
ま
す
か
ら
、
 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
 
 

段
々
と
順
調
に
育
っ
て
乗
た
サ
ロ
 
 

ン
で
す
か
ら
、
五
年
と
言
わ
ず
十
年
、
 
 

二
十
年
続
く
よ
う
に
、
私
も
微
力
な
 
 

が
ら
応
援
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
 
 

ま
す
。
 
 

す
が
、
赤
色
の
オ
シ
ャ
レ
を
楽
し
ん
 
 

で
居
ら
れ
た
力
に
、
心
よ
り
拍
手
を
 
 

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

オ
シ
ャ
レ
は
、
誰
が
見
て
も
楽
し
 
 

く
、
亦
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
 
 
 

今
後
と
も
、
頑
張
っ
て
色
々
と
素
 
 

敵
な
オ
シ
ャ
レ
を
考
え
、
チ
ャ
レ
ン
 
 

ジ
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 

継
続
に
敬
服
 
 

生
 
野
 
正
 
明
 
 
 

拝
啓
、
早
や
梅
雨
の
到
来
を
思
わ
 
 

せ
る
よ
う
な
日
も
あ
り
ま
す
が
、
お
 
 

元
気
で
ご
楕
躍
の
様
子
、
大
変
う
れ
 
 

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
・
 
 

あ
べ
の
の
発
行
も
五
〇
回
を
数
え
敬
 
 

意
を
表
し
ま
す
。
会
報
を
鹿
続
す
る
 
 

こ
と
は
太
当
に
大
変
な
こ
と
だ
と
思
 
 

い
ま
す
。
最
近
の
紙
面
を
拝
見
し
て
 
 

い
ま
す
と
、
多
角
化
し
た
情
動
ぶ
り
 
 

が
伺
え
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
 
 
 

そ
の
点
、
私
た
ち
の
友
の
会
（
リ
 
 

ユ
ウ
マ
チ
）
の
情
動
は
マ
ン
ネ
リ
化
 
 

し
て
い
る
よ
う
で
反
省
さ
せ
ら
れ
て
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連
な
が
り
は
サ
ロ
ン
紙
 
 

高
 
尾
 
澄
 
男
 
 
 

僕
が
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
に
参
加
し
 
 

て
、
早
や
四
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
 
 

ま
す
。
毎
月
色
々
な
テ
ー
マ
で
、
講
 
 

師
を
招
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
 
 

そ
の
話
題
を
元
に
し
て
、
皆
ん
な
で
 
 

話
合
っ
た
り
し
て
、
障
害
者
と
健
常
 
 

者
と
の
ふ
れ
あ
い
が
出
来
て
、
本
当
 
 

に
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
僕
は
こ
の
 
 

一
年
間
色
々
と
忙
し
く
て
、
サ
ロ
ン
 
 

に
は
出
席
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
サ
ロ
 
 

ン
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
 
 

陰
で
、
そ
の
時
々
の
サ
ロ
ン
の
様
子
 
 

が
伺
え
て
、
太
・
当
に
イ
イ
ナ
ー
と
思
 
 

い
ま
す
。
今
後
の
情
動
の
在
り
方
に
 
 

つ
き
ご
教
示
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
私
た
ち
リ
 
 

ユ
ウ
マ
チ
患
者
に
と
っ
て
好
ま
し
い
 
 

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
無
理
を
し
な
 
 

い
よ
う
に
し
て
、
十
分
に
ご
自
愛
い
 
 

た
だ
き
乗
り
切
っ
て
く
た
さ
い
。
 
 

っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
サ
ロ
ン
紙
を
 
 

読
む
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ロ
ン
の
皆
さ
 
 

ん
と
ふ
れ
あ
い
を
し
て
い
る
様
な
感
 
 

じ
で
す
。
い
つ
も
サ
ロ
ン
紙
を
送
っ
 
 

て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
ま
、
サ
ロ
ン
に
行
け
る
時
 
 

が
き
ま
し
た
ら
、
ま
た
参
加
し
ま
す
 
 

の
で
、
そ
の
時
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
 
 

い
し
ま
す
 
 

サ
ロ
ン
で
情
報
交
換
 
 

竹
 
村
 
定
 
子
 
 
 

サ
ロ
ン
の
集
い
に
参
加
（
邪
魔
）
 
 

さ
せ
て
い
た
た
い
た
り
、
い
つ
も
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
紙
を
読
ま
せ
 
 

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
紙
の
「
な
ん
と
か
し
て
ぇ
 
 

～
な
」
の
欄
を
み
て
、
自
分
が
何
の
 
 

気
な
し
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
も
、
 
 

障
害
者
の
力
に
は
失
礼
な
こ
と
を
し
 
 

て
い
る
な
と
思
う
こ
と
が
、
た
く
さ
 
 

ん
あ
る
・
事
を
知
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
 
 

だ
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
の
で
、
 
 

今
後
も
い
ろ
い
ろ
と
情
報
交
換
を
し
 
 

お
 
め
 
で
 
と
 
う
 
 

田
 
中
 
美
智
子
 
 
 

五
〇
号
記
念
紙
発
行
お
め
で
と
う
 
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

芽
生
え
ま
で
の
皆
さ
ん
の
努
力
を
 
 

た
た
え
、
惜
し
み
無
く
拍
手
で
祝
っ
 
 

た
先
駆
的
な
グ
ル
ー
プ
「
サ
ロ
ン
。
 
 

あ
べ
の
」
誕
生
の
日
の
光
景
が
蘇
り
 
 

ま
す
。
 
 
 

今
、
ど
っ
し
り
と
地
域
に
根
を
張
 
 

り
、
出
会
い
 
ふ
れ
あ
い
 
助
け
合
 
 

い
、
共
に
生
き
る
場
の
捷
供
を
し
て
 
 

い
る
「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
の
成
長
 
 

を
、
フ
ァ
ン
と
し
て
敬
愛
の
ま
な
ざ
 
 

し
で
見
上
げ
て
お
り
ま
す
。
 
 

て
、
み
ん
な
で
明
る
い
地
域
社
会
に
 
 

一
歩
づ
つ
進
ん
で
い
け
る
様
に
努
力
 
 

し
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
 
（
紙
）
五
 
 

周
年
は
ん
と
う
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
今
後
も
益
々
の
ご
発
展
を
 
 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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情
報
一
杯
の
「
本
」
？
に
 
 

田
 
中
 
真
知
子
 
 
 

∧
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
∨
五
周
年
、
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
一
年
、
い
つ
も
楽
し
み
に
読
 
 

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

色
々
な
体
験
や
、
お
知
ら
せ
等
、
 
 

今
迄
に
知
ら
な
い
世
界
の
審
ば
か
り
 
 

（
す
み
ま
せ
ん
）
、
大
変
い
い
勉
強
 
 

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
参
加
出
 
 

来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
し
ど
し
参
 
 

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

∧
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
∨
も
、
こ
れ
 
 

か
ら
増
々
楽
し
く
、
色
ん
な
情
報
一
 
 

杯
の
太
ウ
に
し
て
い
っ
て
下
さ
い
ネ
。
 
 

体
が
つ
い
て
行
く
か
ぎ
り
 
 

壕
 
脇
 
え
 
み
 
 
 

サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
五
周
年
記
念
、
 
 

お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。
娘
を
何
 
 

と
か
し
て
暗
い
生
措
か
ら
明
る
い
光
 
 

の
中
に
送
り
出
し
て
や
り
た
い
と
何
 
 

時
も
胸
を
痛
め
て
居
り
ま
し
た
。
病
 
 

院
勤
め
を
し
て
居
り
ま
す
私
は
、
看
 
 

護
婦
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
 
 

け
で
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
と
出
会
い
ま
 
 

し
た
。
け
れ
ど
お
じ
け
る
娘
を
つ
れ
 
 

て
出
か
け
る
審
は
む
つ
か
し
く
気
が
 
 

つ
き
ま
し
た
ら
私
が
皆
さ
ん
の
仲
間
 
 

に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
 
 

明
る
い
皆
さ
ん
の
顔
を
み
て
い
ま
す
 
 

と
年
老
い
て
行
く
自
分
が
薫
く
な
っ
 
 

て
行
く
様
で
す
。
年
よ
り
が
一
人
、
 
 

皆
さ
ん
の
中
に
ま
じ
っ
て
ち
ょ
っ
と
 
 

場
違
い
の
様
で
す
が
体
が
つ
い
て
行
 
 

っ
て
く
れ
る
ま
で
、
参
加
し
た
い
も
 
 

の
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
す
ば
ら
し
 
 

い
出
会
い
に
め
ぐ
り
合
っ
て
、
と
て
 
 

も
嬉
し
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。
 
 
 

皆
さ
ん
お
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
 
 

ば
っ
て
下
さ
い
。
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
 

離
れ
難
い
 
サ
ロ
ン
 
 

出
 
口
 
正
 
敏
 
 

出
会
い
は
、
社
労
士
受
験
準
備
中
、
 
 

成
長
す
る
サ
ロ
ン
 
 

匿
 
 
名
 
 
 

∧
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
＞
五
周
年
お
 
 

目
唇
」
ざ
い
ま
す
。
障
害
を
お
持
ち
 
 

の
方
々
が
毎
月
テ
ー
マ
を
き
め
て
集
 
 

っ
て
必
ず
そ
の
時
々
の
出
会
い
・
ふ
 
 

れ
あ
い
の
数
々
を
臆
す
る
事
な
く
発
 
 

表
し
て
、
今
で
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
 
 

の
多
い
立
涯
な
機
関
紙
に
成
長
さ
れ
 
 

ま
し
た
事
、
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
 
 
 

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
言
 
 

葉
を
知
り
、
や
が
て
合
格
。
開
業
し
 
 

て
す
ぐ
の
頃
、
年
嘉
座
を
受
け
た
 
 

と
き
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
地
で
生
 
 

き
て
い
る
皆
様
を
目
の
あ
た
り
に
見
 
 

て
感
銘
し
ま
し
た
。
 
 
 

い
ま
、
仕
事
上
出
席
で
き
な
い
が
 
 

離
れ
難
く
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、
 
 

∧
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
∨
紙
で
あ
る
。
 
 
 

皆
様
の
努
力
の
成
果
が
定
期
発
行
 
 

と
な
り
、
そ
の
活
動
を
十
分
に
ア
ピ
 
 

ー
ル
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
サ
 
 

ロ
ン
・
あ
べ
の
』
五
〇
号
万
歳
－
・
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お
風
呂
の
話
に
シ
ョ
ッ
ク
 
 

中
 
川
 
雅
 
子
 
 
 

サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
五
周
年
お
め
で
 
 

と
う
。
一
人
一
人
の
真
実
の
声
が
、
 
 

強
い
力
が
結
集
し
た
同
紙
は
∵
苛
者
 
 

を
圧
倒
し
、
あ
ら
た
め
て
命
の
大
切
 
 

さ
人
間
性
を
問
わ
れ
る
大
き
な
小
冊
 
 

子
で
す
。
 
 
 

私
は
埼
玉
県
に
住
ん
で
い
ま
す
。
 
 

こ
ち
ら
に
は
、
わ
ら
じ
の
会
の
み
な
 
 

さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
 
 

て
生
括
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

最
近
一
人
の
篤
志
家
の
方
の
力
に
 
 

よ
り
共
同
生
括
の
場
を
完
成
し
た
そ
 
 

う
で
す
。
多
く
の
間
瀬
が
残
り
、
ス
 
 

タ
ー
ト
か
ら
困
難
を
き
わ
め
て
い
ま
 
 

す
。
先
日
街
頭
で
会
の
方
の
声
を
聞
 
 

き
ま
し
た
。
一
年
も
お
風
呂
に
入
れ
 
 

な
か
っ
た
話
は
、
お
風
呂
好
き
の
私
 
 

に
は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
毎
夜
 
 

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
記
念
行
事
を
よ
 
 

き
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
益
々
の
ご
発
展
 
 

を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
 
 

あ
の
日
か
ら
ー
・
む
う
五
周
年
な
 
 

の
で
す
か
ァ
。
や
っ
ぱ
り
光
陰
矢
の
 
 

如
し
な
の
で
す
ね
。
ぼ
く
に
と
っ
て
 
 

「
あ
の
日
」
 
－
 
つ
ま
り
、
「
サ
ロ
 
 

ン
・
あ
べ
の
」
発
足
記
念
パ
ー
テ
ィ
 
 

の
日
は
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
 
 

な
い
の
で
す
。
 
 
 

じ
っ
は
、
そ
の
数
年
前
か
ら
「
障
 
 

害
者
の
立
場
か
ら
ナ
マ
の
発
音
を
せ
 
 

よ
」
と
、
私
に
も
人
前
で
の
発
言
を
 
 

求
め
ら
れ
て
、
年
々
、
人
前
で
詣
を
 
 

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
て
い
 
 

ま
し
た
。
障
害
者
の
ナ
マ
の
声
と
い
 
 

っ
て
も
、
ぼ
く
は
た
だ
一
人
の
障
害
 
 

ぼ
く
に
 と
っ
て
の
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
五
周
年
 
 

大
阪
市
立
大
学
講
師
 
 

牧
 
口
 
一
 
二
 
 老

に
す
ぎ
な
い
と
思
い
つ
つ
も
、
与
 
 

え
ら
れ
た
機
会
に
精
一
杯
、
詣
を
聞
 
 

い
て
い
た
だ
い
て
い
た
ぼ
く
で
し
た
。
 
 
 

そ
し
て
「
あ
の
日
」
。
発
足
記
念
 
 

に
と
、
ぼ
く
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
 
 

く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
 
 

う
ど
、
機
会
が
増
え
〃
慣
れ
〃
が
あ
 
 

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
も
す
れ
ば
、
 
 

障
害
者
問
題
や
人
権
の
こ
と
は
重
く
 
 

沈
み
が
ち
で
、
そ
の
空
気
を
変
え
た
 
 

く
て
、
〃
冗
談
め
か
し
〃
に
不
遜
な
 
 

こ
と
わ
ー
口
走
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
 
 

た
。
（
も
ち
ろ
ん
内
容
も
よ
く
覚
え
 
 

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ご
か
ん
べ
 
 

ん
く
だ
さ
い
）
 
そ
の
後
、
ほ
ん
と
 
 

う
に
数
多
く
、
人
前
で
話
を
さ
せ
て
 
 

い
た
だ
く
機
会
は
、
増
え
続
け
て
い
 
 

る
の
で
す
が
、
「
あ
の
日
」
を
肝
に
 
 

命
じ
っ
つ
、
詣
を
聞
い
て
い
た
だ
い
 
 

て
い
ま
す
。
も
し
「
あ
の
日
」
の
失
 
 

敗
が
な
か
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
も
っ
と
 
 

大
き
な
失
敗
を
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
 
 
 「

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
は
あ
の
日
 
 

か
ら
ぼ
く
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
 
 

で
す
。
み
な
さ
ま
に
は
申
し
訳
け
な
 
 

い
こ
と
を
し
て
お
き
な
が
ら
。
い
つ
 
 

か
お
詫
び
を
し
な
け
れ
ば
と
、
思
い
 
 

続
け
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

何
ご
と
に
も
〃
憤
れ
〃
は
い
け
な
 
 

い
と
、
初
心
に
か
え
し
て
く
れ
る
の
 
 

が
「
あ
の
日
」
で
す
。
け
れ
ど
も
 
 

〃
初
心
を
忘
れ
な
い
〃
と
い
う
の
も
 
 

難
し
い
で
す
。
私
達
大
人
が
い
つ
ま
 
 

で
も
子
ど
の
素
直
さ
で
は
い
ら
れ
な
 
 

い
よ
う
に
、
数
を
重
ね
る
、
年
を
重
 
 

ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
発
足
 
 

時
と
は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
こ
 
 

と
な
の
で
し
ょ
う
。
初
心
を
忘
れ
な
 
 

い
で
、
し
か
も
年
を
重
ね
る
こ
と
の
 
 

値
打
ち
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
い
つ
も
 
 

考
え
な
が
ら
、
何
ご
と
に
も
精
一
杯
 
 

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
あ
り
が
と
 
 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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お
め
で
と
う
五
周
年
！
 
 

中
 
野
 
君
 
江
 
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
今
年
で
五
 
 

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
由
、
お
め
 
 

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

私
と
サ
ロ
ン
と
の
出
会
い
ふ
れ
あ
 
 

い
は
一
年
半
余
り
前
。
本
当
に
見
ず
 
 

知
ら
ず
の
方
か
ら
の
一
瞬
の
ふ
れ
あ
 
 

い
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
。
今
思
 
 

え
ば
、
そ
の
事
を
感
謝
し
て
お
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

四
〇
才
過
ぎ
て
か
ら
の
発
病
に
、
 
 

目
の
前
が
暗
く
生
き
る
力
も
な
く
し
 
 

ま
し
た
が
、
親
と
し
て
の
自
覚
、
子
 
 

あ
っ
た
か
い
お
湯
に
入
る
た
び
心
が
 
 

い
た
み
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
皆
様
、
読
者
 
 

の
皆
様
、
健
康
に
明
る
く
お
暮
ら
し
 
 

下
さ
い
。
同
紙
が
も
っ
と
多
勢
の
人
 
 

達
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
 
 

文
を
書
く
の
は
に
が
て
で
す
。
文
に
 
 

な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
…
。
 
 

供
の
教
育
、
媛
と
し
て
主
人
の
海
外
 
 

出
張
の
留
守
を
守
ろ
大
任
に
、
自
分
 
 

の
体
の
養
生
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
 
 

ん
9
両
親
同
居
の
嫁
の
身
は
ゆ
っ
く
 
 

り
も
出
来
ず
、
じ
り
じ
り
悪
化
さ
せ
 
 

る
ば
か
り
。
入
院
治
療
す
れ
ば
全
快
 
 

す
る
や
も
と
思
っ
て
も
、
子
供
の
事
 
 

を
考
え
る
と
心
鬼
に
も
な
れ
ず
、
薬
 
 

を
の
む
だ
け
で
月
日
が
流
れ
去
っ
て
 
 

し
ま
い
ま
し
た
。
 
 

「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
」
を
知
り
、
月
 
 

一
度
の
ふ
れ
あ
い
に
、
な
る
べ
く
出
 
 

席
す
る
。
同
じ
障
害
の
身
を
、
心
か
 
 

ら
た
の
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
出
来
、
 
 

色
々
な
事
を
勉
強
し
、
勇
気
を
出
し
 
 

て
挑
戦
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

又
、
皆
さ
ま
方
の
事
に
も
感
心
さ
 
 

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
光
さ
ん
ご
夫
 
 

妻
の
ハ
ワ
イ
旅
行
記
、
毎
月
た
の
し
 
 

み
に
読
ま
せ
て
い
た
ゞ
き
な
が
ら
、
 
 

私
も
何
時
か
海
外
へ
出
か
け
ら
れ
る
 
 
 

と
夢
を
も
ち
ま
し
た
。
 
 
 

サ
ロ
ン
紙
の
一
カ
月
毎
の
発
行
は
、
 
 

お
世
話
下
さ
い
ま
す
方
々
の
ご
努
力
 
 

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
と
共
に
、
何
 
 

時
迄
も
永
く
続
け
て
発
行
し
て
下
さ
 
 

い
ま
す
様
に
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 
 

す
。
 
 
 

な
ん
と
か
 
載
せ
て
ほ
し
い
の
 
 

松
 
葉
 
玲
 
子
 
 
 

∧
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
∨
あ
り
が
と
 
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
（
a
n
 
 

d
 
a
n
d
）
…
五
周
年
ま
こ
と
に
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
号
 
 
 

鳥
L
．
 
 

お
 
め
 
で
 
と
 
う
 
 

根
 
太
 
 
孝
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
紙
発
行
五
〇
号
 
 

お
め
で
と
う
。
い
つ
も
割
に
簡
単
に
 
 

拝
受
し
て
い
た
の
で
申
し
訳
け
な
い
 
 

が
満
足
に
読
ん
で
な
か
っ
た
。
け
ど
 
 

子
供
の
頃
捕
ま
え
た
甲
虫
の
様
に
大
 
 

切
に
保
存
し
、
い
つ
か
じ
っ
く
り
観
 
 

察
し
よ
う
と
怒
っ
て
い
た
。
節
目
な
 
 

の
で
何
か
重
い
て
く
れ
と
頼
ま
れ
、
 
 

慌
て
ゝ
取
り
出
す
。
何
と
珠
玉
の
言
 
 

妾
が
各
号
名
東
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
 
 
 

も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

ち
ょ
っ
と
見
て
や
っ
て
い
た
だ
き
2
4
 
 

た
い
の
で
す
が
、
な
ん
と
か
し
て
イ
 
 

ラ
ス
ト
に
の
ろ
う
と
あ
つ
か
ま
し
く
 
 

も
、
ら
く
が
き
を
仕
事
中
に
し
て
し
 
 

ま
い
ま
し
た
。
一
度
石
田
先
生
に
チ
 
 

ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た
く
同
封
い
 
 

た
し
ま
す
。
い
ま
い
っ
ぼ
の
時
は
、
 
 

又
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

ど
う
も
、
お
忙
し
い
中
く
だ
ら
ん
 
 

お
た
よ
り
で
す
み
ま
せ
ん
。
 
 



か
ぃ
 
こ
れ
は
迂
闇
▲
一
読
ま
ず
に
死
ん
 
 

た
ら
大
損
だ
っ
た
。
今
後
は
し
っ
か
 
 

り
よ
ま
せ
て
い
た
ゞ
く
心
算
。
 
 
 

皆
様
の
ご
努
力
で
ま
す
ま
す
光
り
 
 

輝
い
て
下
さ
い
っ
 
 

温
か
い
出
会
い
を
求
め
て
 
 

丸
 
山
 
寿
美
子
 
 
 

私
が
初
め
て
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
に
 
 

出
会
っ
た
の
は
、
毎
日
新
聞
紙
上
で
 
 

サ
ロ
ン
の
集
い
を
知
っ
て
参
加
し
た
 
 

時
で
す
。
そ
こ
で
の
サ
ロ
ン
の
話
合
 
 

い
は
、
一
般
の
人
が
考
え
て
い
る
も
 
 

の
で
は
な
く
、
障
害
者
も
健
常
者
も
 
 

一
緒
に
な
っ
て
話
合
え
る
温
か
い
雰
 
 

囲
気
の
会
で
し
た
。
そ
の
時
の
感
動
 
 

が
余
韻
と
な
っ
て
、
出
来
る
だ
け
会
 
 

に
参
加
し
て
皆
さ
ん
の
話
を
聞
き
た
 
 

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

今
後
も
、
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
を
 
 

求
め
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
 
 

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

私
も
時
間
の
あ
る
か
ぎ
り
、
サ
ロ
 
 

ン
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
 
 
 

オ
メ
デ
ト
ウ
、
オ
メ
デ
ト
ウ
 
 

ま
ん
た
に
 
よ
し
ゆ
き
 
 
 

セ
ル
フ
社
の
井
上
さ
ん
と
知
り
合
 
 

っ
て
か
ら
酒
の
量
が
と
て
も
増
え
て
 
 

し
ま
い
ま
し
た
。
「
サ
ロ
ン
。
あ
ぺ
 
 

の
」
と
知
り
合
っ
て
か
ら
根
性
持
ち
 
 

の
友
達
が
と
て
も
増
え
て
し
ま
い
ま
 
 

し
た
。
今
の
僕
、
嫁
は
ん
の
居
無
い
 
 

こ
と
を
除
け
ば
、
幸
福
で
す
。
オ
メ
 
 

デ
ト
ウ
、
オ
メ
デ
ト
ウ
、
「
サ
ロ
ン
 
 

・
あ
べ
の
」
五
周
年
！
 
 
 

宝
ク
ジ
当
っ
た
ら
皆
で
飲
も
う
ぜ
。
 
 

サ
ロ
ン
の
輪
 
拡
が
れ
 
 

柳
 
生
 
幸
 
子
 
 
 

五
周
年
 
お
め
で
と
う
！
 
 
 

初
め
て
〃
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
〃
紙
 
 

を
読
ん
で
感
じ
た
の
は
、
温
か
さ
と
 
 

伸
び
よ
う
と
す
る
勢
い
で
し
た
。
 
 
 

こ
の
事
は
以
前
、
町
野
旬
子
さ
ん
 
 

も
善
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
 
 

い
ま
す
。
 
 

私
烏
全
く
同
感
で
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
温
か
い
紙
面
を
通
し
 
 

て
「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合
 
 

い
」
の
輸
を
広
げ
、
地
域
か
ら
全
国
 
 

に
、
そ
し
て
世
界
に
伸
び
て
下
さ
い
。
 
 

出
 
会
 
い
 
様
 
々
 
 

山
 
本
 
鈴
 
子
 
 
 

出
会
い
と
言
っ
て
も
、
楽
し
い
ば
 
 

か
り
で
は
な
い
と
、
最
近
知
り
ま
し
 
 

た
。
そ
の
一
つ
が
落
書
き
。
地
下
鉄
 
 

昭
和
町
駅
が
工
事
中
で
ベ
ニ
ヤ
の
壁
 
 

に
な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
 
 

の
壁
に
足
跡
が
ベ
タ
ベ
タ
付
い
て
い
 
 

ま
す
。
床
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
程
上
っ
 
 

た
所
で
す
の
で
、
故
意
に
し
た
と
し
 
 

か
思
え
ま
せ
ん
。
公
共
の
場
所
は
お
 
 

互
い
に
気
持
よ
く
使
用
し
た
い
も
の
 
 

と
思
い
ま
す
。
 
 
 

も
う
一
つ
は
、
怖
い
出
会
い
で
し
 
 

た
。
交
差
点
を
青
億
号
で
横
断
中
、
 
 

曲
が
っ
て
き
た
車
に
接
触
さ
れ
ま
し
 
 

た
。
幸
い
電
動
車
椅
子
に
乗
っ
て
い
 
 

た
の
で
、
少
し
破
損
し
た
か
な
と
い
 
 

う
程
度
で
動
き
ま
す
し
、
休
も
大
丈
 
 

夫
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
当
っ
た
 
 

幸
は
そ
の
ま
ま
行
き
過
ぎ
よ
う
と
し
 
 

ま
し
た
。
連
れ
の
人
が
追
い
か
け
て
 
 

話
を
し
、
名
刺
を
も
ら
う
こ
と
が
出
 
 

来
ま
し
た
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
 
 

と
と
、
さ
さ
い
な
事
故
で
も
、
一
言
 
 

声
を
掛
け
て
く
れ
る
思
い
や
り
が
運
 
 

転
さ
れ
る
カ
に
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

ハ
ン
パ
じ
ゃ
な
い
よ
 
 

山
 
根
 
匡
 
子
 
 
 

＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
∨
は
ハ
ン
パ
 
 

で
は
な
い
と
 
い
つ
も
感
じ
ま
す
。
 
 

サ
ラ
ツ
と
目
を
通
し
た
だ
け
で
は
、
 
 

終
れ
な
い
の
で
す
。
 
 
 

「
ウ
～
ン
、
私
は
…
？
」
と
自
分
 
 

の
考
え
方
、
生
貴
ま
で
、
考
え
さ
 
 

せ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
 
 

す
。
 
 
 

で
も
、
決
し
て
窮
屈
で
は
な
く
、
 
 

楽
し
い
話
魅
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
 
 

〃
し
な
や
か
で
、
パ
ワ
フ
ル
〃
と
い
 
 

う
感
じ
で
、
毎
号
、
楽
し
み
に
し
て
 
 

い
ま
す
。
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増5年が意気楽し塾て浅  

こ
の
た
び
「
サ
ロ
ン
あ
べ
の
」
が
 
 

五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
参
加
 
 

者
の
ひ
と
り
と
し
て
と
て
も
う
れ
し
 
 

く
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

何
だ
か
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
だ
け
 
 

ど
、
も
う
五
年
も
た
つ
ん
で
す
ね
。
 
 

私
は
サ
ロ
ン
設
立
委
員
会
当
初
か
ら
 
 

の
お
つ
き
あ
い
な
の
で
、
準
備
期
間
 
 

も
含
め
て
も
う
六
年
以
上
の
関
わ
り
 
 

に
な
り
ま
す
。
 
 
 

当
時
大
学
生
で
あ
っ
た
私
も
こ
の
 
 

間
に
卒
業
、
就
職
を
経
験
し
、
さ
す
 
 

が
に
時
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
に
対
す
る
興
味
は
手
話
を
 
 

始
め
て
二
年
目
で
あ
っ
た
私
の
「
も
 
 

っ
と
色
ん
な
人
達
と
交
流
し
た
い
」
 
 

と
い
う
思
い
か
ら
出
た
も
の
で
し
た
。
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そ
れ
で
、
「
色
ん
な
人
達
の
交
流
を
 
 

目
的
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
設
立
に
向
 
 

け
て
動
い
て
い
る
人
達
が
い
る
」
と
 
 

い
う
、
当
時
、
あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
 
 

タ
ー
を
さ
れ
て
い
た
岡
さ
ん
の
話
に
 
 

ふ
た
つ
返
事
で
の
っ
た
の
で
し
た
。
 
 
 

こ
の
五
年
間
に
実
に
た
く
さ
ん
の
 
 

人
達
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
が
あ
 
 

り
、
助
け
合
い
の
輪
が
「
サ
ロ
ン
あ
 
 

べ
の
」
を
布
石
と
し
て
広
が
り
つ
つ
 
 

あ
る
こ
と
は
、
年
々
品
数
の
ふ
え
る
 
 

あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
、
外
出
プ
ラ
ン
 
 

で
の
電
動
、
手
動
車
イ
ス
行
進
、
毎
 
 

回
の
よ
う
に
新
顔
の
参
加
者
が
増
え
 
 

る
屋
内
プ
ラ
ン
等
に
如
実
に
表
れ
て
 
 

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 
 
 

私
が
、
そ
も
そ
も
現
在
の
「
重
度
 
 

肢
体
不
自
由
者
（
児
）
家
庭
訪
問
」
 
 

貝
の
仕
事
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
 
 

も
、
こ
の
サ
ロ
ン
で
の
出
会
い
の
持
 
 

つ
意
味
が
と
て
も
大
き
い
し
、
サ
ロ
 
 

ン
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
は
 
 

仕
事
を
す
る
上
で
も
参
考
に
も
な
っ
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

今
は
、
皮
肉
に
も
そ
の
；
仕
事
；
 
 

の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
運
営
委
員
会
 
 

や
例
会
も
欠
席
す
る
こ
と
が
多
く
な
 
 

り
ま
し
た
が
…
 
 
 

サ
ロ
ン
と
の
付
き
合
い
は
私
に
と
 
 

っ
て
、
物
事
を
考
え
る
視
点
の
変
化
 
 

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
 
 

ま
で
、
手
話
を
通
じ
て
ろ
う
あ
の
方
 
 

々
と
の
つ
な
が
り
し
か
持
っ
て
い
な
 
 

か
っ
た
私
で
し
た
が
、
サ
ロ
ン
で
肢
 
 

体
不
自
由
の
方
、
視
覚
障
害
の
方
、
 
 

多
様
な
年
齢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
 
 

々
と
交
流
を
重
ね
る
う
ち
に
「
多
様
 
 

な
と
ら
え
方
」
、
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
 
 

の
物
事
に
つ
い
て
色
ん
な
角
度
か
ら
 
 

考
え
る
視
点
の
必
要
性
を
教
え
ら
れ
 
 

た
様
に
思
い
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
、
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
持
 
 

っ
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
集
 
 

ま
り
で
あ
る
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
ろ
 
 

う
あ
の
人
達
と
の
付
き
合
い
も
今
ま
 
 

で
よ
り
も
幾
分
変
わ
っ
た
様
に
思
い
 
 

ま
し
た
。
ろ
う
の
人
と
肢
体
不
自
由
 
 

の
人
、
ろ
う
の
人
と
視
覚
障
害
の
人
 
 

と
い
う
サ
ロ
ン
な
ら
で
は
の
交
流
の
 
 

中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
 
 

り
方
も
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

障
害
を
持
つ
人
達
の
ハ
ン
デ
ィ
の
 
 

中
身
、
例
え
ば
肢
体
不
自
由
、
視
覚
 
 

障
害
、
聴
覚
障
害
の
ど
れ
を
と
っ
て
 
 

も
軽
い
と
か
重
い
と
か
い
え
る
様
な
 
 

こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
は
基
本
的
な
 
 

ハ
ン
デ
ィ
の
中
身
や
レ
ベ
ル
の
違
い
 
 

で
あ
っ
て
、
そ
の
．
嶋
レ
ベ
ル
ヨ
の
違
 
 

い
を
ど
う
の
り
越
え
て
人
間
と
し
て
 
 

の
交
流
を
持
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
 
 

こ
と
が
、
サ
ロ
ン
の
基
本
で
あ
り
、
 
 

永
遠
の
課
題
で
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
 
 

か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

参
加
者
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ミ
お
 
 

客
さ
ん
ミ
で
は
な
く
、
二
十
人
集
ま
 
 

れ
ば
二
十
人
分
の
、
三
十
人
集
ま
れ
 
 

ば
三
十
人
分
の
．
｝
居
場
所
；
を
見
つ
 
 

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
 
 

な
サ
ロ
ン
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
．
 
 
 

そ
う
い
う
私
も
少
し
は
時
間
を
つ
 
 

く
っ
て
、
心
と
身
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
 
 

ュ
に
、
サ
ロ
ン
ヘ
参
加
し
た
い
な
ぁ
 
 

と
思
い
ま
す
。
 
 
 

サ
白
ン
を
色
に
た
と
え
る
と
、
 
 

何
色
だ
と
思
い
ま
す
か
？
ぼ
く
は
 
 

透
明
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

あ
る
人
か
ら
サ
ロ
ン
の
イ
メ
ー
 
 

ジ
に
つ
い
て
、
保
守
的
で
若
さ
が
 
 

な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
 
 

は
 
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
 
と
思
い
ま
 
 

し
た
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
当
 
 

た
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
 
 

ま
ぁ
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
；
三
 
 

日
坊
主
】
．
の
旭
サ
ン
が
、
六
年
以
上
 
 

も
続
い
て
い
る
の
だ
か
ら
「
サ
ロ
ン
 
 

あ
べ
の
」
は
大
し
た
と
こ
ろ
や
と
思
 
 

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
、
 
 

地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
 
 

す
ね
。
 
 

（巨  
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た
の
で
す
。
紳
士
淑
女
、
良
識
、
 
 

静
、
地
味
、
円
い
 

て
透
明
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
 
 

ぼ
く
に
も
次
々
と
浮
か
ん
で
き
た
 
 

の
で
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
の
発
足
当
時
の
こ
と
は
 
 

よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
サ
 
 

ロ
ン
が
障
害
者
自
身
に
よ
る
新
し
 
 

い
形
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 
 

と
し
て
、
地
域
の
人
や
既
存
の
ボ
 
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
認
知
 
 

さ
れ
る
た
め
に
は
、
透
明
で
あ
る
 
 

必
要
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
 
 

ん
。
 
 
 

障
害
者
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

を
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
健
常
 
 

者
、
と
く
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長
 
 

く
続
け
て
き
た
よ
う
な
人
ほ
ど
、
 
 

受
け
入
れ
難
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
 

そ
の
う
え
サ
ロ
ン
の
場
合
は
、
文
 
 

化
面
、
精
神
面
で
の
活
動
が
主
で
 
 

す
か
ら
、
な
お
さ
ら
、
理
解
さ
れ
 
 

に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
 
 

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
過
激
な
 
 

発
言
や
行
動
を
避
け
、
誰
か
ら
も
 
 

文
句
の
出
な
い
 
「
良
い
子
」
 
の
グ
 
 

ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
 
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

そ
れ
は
そ
れ
で
、
正
し
か
っ
た
 
 

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
 
 

ら
の
サ
ロ
ン
を
考
え
る
と
、
も
う
 
 

少
し
色
を
出
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
 
 

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

何
を
す
る
の
か
？
何
を
目
指
す
 
 

の
か
？
サ
ロ
ン
が
さ
ら
に
進
化
し
 
 

て
い
く
た
め
に
も
、
と
き
に
は
ト
 
 

ゲ
を
、
と
き
に
は
毒
を
出
し
て
、
 
 

自
ら
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
 
 

勢
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
 
 

ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
が
五
周
年
を
迎
 
 
 

え
た
。
 
「
え
っ
、
も
う
、
あ
の
発
足
 
 
 

式
か
ら
五
年
も
た
つ
の
！
 
」
 
と
い
う
 
 
 

の
が
正
直
な
気
持
ち
。
あ
っ
と
い
う
 
 
 

間
に
時
間
が
過
ぎ
た
よ
う
に
思
え
ま
 
 
 

す
。
私
は
会
計
を
担
当
し
て
い
る
の
 
 
 

で
す
が
、
こ
の
五
年
の
あ
い
だ
例
会
 
 
 

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
を
は
 
 
 

じ
め
、
本
当
に
多
く
の
方
々
か
ら
葉
 
 
 

書
や
あ
ぺ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
バ
ザ
ー
 
 
 

へ
の
ご
出
品
、
そ
し
て
た
く
き
ん
の
 
 
 

カ
ン
パ
を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
厚
く
 
 
 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
お
か
げ
き
ま
 
 
 

で
サ
ロ
ン
誌
の
発
行
部
数
も
当
初
よ
 
 
 

り
年
々
増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 
 

と
こ
ろ
で
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
 
 
 

助
け
合
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
和
気
あ
い
 
 

『
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
』
 
 

☆
と
私
と
夢
 
 

河
合
悪
 
 

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
を
保
っ
て
き
た
 
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
ペ
の
。
こ
れ
ま
で
講
演
 
 
 

や
見
学
会
、
あ
ぺ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
ヘ
 
 
 

の
参
加
や
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
な
ど
の
 
 
 

き
ま
ざ
ま
な
思
い
出
に
溢
れ
て
い
ま
 
 

す
が
、
と
く
に
わ
た
し
に
と
っ
て
心
 
 

に
の
こ
っ
た
こ
と
ば
二
つ
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ひ
と
つ
は
毎
号
サ
ロ
ン
誌
に
掲
載
す
 
 
 

る
た
め
．
『
D
E
A
F
 
M
U
J
E
』
 
を
ワ
ー
プ
 
 
 

ロ
で
打
た
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
 
 
 

そ
れ
ま
で
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
考
え
 
 
 

る
機
会
を
持
つ
こ
と
の
な
か
っ
た
わ
 
 

た
し
に
と
っ
て
、
大
き
な
鐘
験
で
し
 
 
 

た
。
そ
し
て
旭
 
純
子
さ
ん
が
い
か
 
 

に
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
を
考
え
、
取
 
 

り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
い
 
 
 

う
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
行
政
の
必
 
 

要
性
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
さ
せ
 
 
 

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
ひ
 
 
 

と
つ
。
サ
ロ
ン
で
知
り
合
う
こ
と
の
 
 
 

で
き
た
、
Y
さ
ん
・
N
き
ん
と
 
「
フ
 
 
 

ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス
」
 
 

を
見
に
行
っ
た
こ
と
。
そ
れ
ま
で
空
 
 

い
た
映
画
館
で
座
席
の
位
置
を
選
ぶ
 
 

の
は
当
状
…
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
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が
、
車
椅
子
だ
と
通
汚
が
狭
く
て
達
 
 
 

し
い
の
で
す
・
・
・
ね
。
も
っ
 
と
も
 
 
 

野
球
に
熱
い
思
い
を
た
ぎ
ら
せ
る
と
 
 
 

い
う
映
画
の
内
容
は
と
て
も
感
動
的
 
 
 

で
最
高
！
 
も
ち
ろ
ん
見
終
わ
っ
 
た
あ
 
 
 

と
は
ベ
チ
ャ
ク
チ
ャ
お
し
ゃ
べ
り
を
 
 
 

し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
 
 
 

し
た
。
 
 

こ
の
よ
う
に
私
に
も
多
く
の
ひ
と
 
 
 

と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
、
そ
し
 
 
 

て
様
々
な
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
与
 
 
 

え
て
く
れ
た
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
。
 
こ
 
 
 

れ
ま
で
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
か
 
 
 

た
だ
け
で
な
く
、
 
こ
れ
か
ら
も
も
っ
 
 
 

と
多
く
の
か
た
に
、
障
害
の
あ
る
な
 
 
 

し
に
か
か
わ
り
な
く
、
気
軽
に
サ
ロ
 
 
 

ン
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
、
お
 
 
 

知
合
い
に
な
っ
 
て
い
た
だ
き
た
い
と
 
 
 

思
い
ま
す
。
そ
し
て
雑
談
や
そ
の
日
 
 
 

の
講
演
を
も
と
に
も
っ
と
潔
く
突
っ
 
 
 

込
ん
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
 
 
 

時
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
く
へ
施
し
た
り
 
 
 

・
・
・
そ
し
て
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
 
 
 

交
流
や
情
報
交
換
も
い
っ
そ
う
広
が
 
 
 

っ
 
て
い
け
ば
、
と
思
い
ま
す
。
ま
た
 
 

こ
れ
は
す
で
に
一
部
実
行
に
移
さ
れ
 
 
 

て
い
る
の
で
す
が
、
サ
ロ
ン
特
製
の
 
 
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
一
緒
に
作
っ
 
 
 

た
り
・
・
・
ほ
か
に
も
も
っ
 
と
も
っ
 
 
 

と
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
 
 
 

だ
い
て
そ
れ
を
皆
で
実
現
し
て
い
け
 
 
 

た
ら
い
い
な
あ
。
 
そ
し
て
い
つ
の
日
 
 
 

か
 
「
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
家
」
 
が
で
 
 
 

き
て
、
 
パ
ソ
コ
ン
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
 
 
 

ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
を
設
置
 
 
 

し
て
、
 
サ
ロ
ン
ま
で
来
る
こ
と
が
で
 
 
 

き
な
く
て
も
参
加
し
た
り
、
連
絡
を
 
 
 

取
り
合
っ
た
り
出
来
る
と
か
・
・
・
 
 
 

夢
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

も
．
っ
と
も
、
今
日
の
め
ざ
ま
し
い
テ
 
 
 

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
を
も
っ
 
て
す
れ
 
 
 

ば
決
し
て
夢
で
は
な
い
こ
と
で
し
ょ
 
 
 

う
。
 
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
 
て
も
サ
 
 
 

ロ
ン
・
あ
べ
の
に
必
要
な
の
は
設
備
 
 
 

よ
り
も
ひ
と
と
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
 
 
 

い
・
助
け
合
い
．
 
 

さ
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
五
年
間
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
が
ど
の
よ
う
に
 
 
 

深
ま
っ
 
て
い
き
、
そ
し
て
ま
た
、
ど
 
 
 

の
よ
う
な
新
し
い
出
会
い
が
待
ち
う
 
 

五
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
が
、
出
来
て
以
来
お
手
伝
 
 

い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
と
 
 

言
っ
て
も
余
り
役
に
は
？
…
 
楽
し
 
 

い
所
で
す
。
私
が
、
一
番
い
い
な
あ
 
 

と
思
う
の
は
、
み
ん
な
で
話
合
い
な
 
 

が
ら
決
め
て
い
け
る
、
そ
し
て
決
め
 
 

た
事
は
、
臆
病
に
な
ら
な
い
で
進
め
 
 

て
ゆ
く
。
例
え
ば
、
パ
ネ
ラ
ー
を
決
 
 

め
る
時
な
ん
て
、
後
か
ら
考
え
る
と
 
 

冷
や
汗
が
出
て
く
る
程
。
行
動
派
と
 
 

い
う
か
、
無
鉄
砲
と
い
う
か
。
で
も
、
 
 

ご
り
お
し
は
し
ま
せ
ん
。
お
願
い
し
 
 

て
、
先
方
の
都
合
が
つ
か
な
い
よ
う
 
 

で
し
た
ら
、
ま
た
こ
の
次
に
、
お
願
 
 

け
て
い
る
の
か
・
・
・
わ
く
わ
く
し
 
 
 

て
い
ま
す
．
 
 

い
を
し
ま
す
。
連
絡
だ
け
は
と
だ
え
 
 

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
こ
が
、
私
 
 

に
は
大
好
き
な
所
で
す
。
 
 
 

よ
く
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
大
な
り
 
 

小
な
り
、
圧
力
団
体
と
聞
き
ま
す
。
 
 

サ
ロ
ン
だ
け
は
…
…
ひ
と
味
挙
っ
、
 
 

サ
ロ
ン
に
し
か
な
い
味
を
こ
れ
か
ら
 
 

も
出
し
て
行
け
る
よ
う
に
、
い
つ
の
 
 

聞
に
か
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
て
い
た
、
 
 

こ
れ
が
サ
ロ
ン
や
ね
～
と
多
く
の
人
 
 

か
ら
言
っ
て
い
た
だ
け
る
様
に
こ
れ
 
 

か
ら
も
五
年
、
十
年
、
ガ
ン
バ
リ
ま
 
 

す
。
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
 
 

ら
も
サ
ロ
ン
を
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。
 
 
 



サ
ロ
ン
あ
べ
の
五
周
年
本
当
に
お
 
 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

五
周
年
に
あ
わ
せ
て
何
か
書
く
よ
 
 

う
に
と
い
わ
れ
て
困
っ
て
し
ま
っ
た
 
 

の
で
す
が
、
五
年
と
い
う
ひ
と
つ
の
 
 

区
切
り
で
す
の
で
、
も
っ
と
楽
し
い
 
 

サ
ロ
ン
に
し
て
い
く
た
め
の
計
画
づ
 
 

く
り
と
い
う
の
を
考
え
て
み
た
ら
ど
 
 

う
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
書
い
て
み
ま
 
 

し
た
。
で
も
、
こ
れ
は
計
画
そ
の
も
 
 

の
を
書
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

計
画
は
あ
く
ま
で
み
ん
な
で
話
し
合
 
 

い
な
が
ら
つ
く
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
 
 

サ
ロ
ン
あ
ぺ
の
振
興
計
画
と
い
う
タ
 
 

イ
ト
ル
は
冗
談
で
す
。
 
 
 

計
画
な
ん
て
、
と
言
わ
ず
に
ち
ょ
 
 

っ
と
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
 
 
 

☆
サ
ロ
ン
あ
べ
の
振
興
 
 

計
画
と
は
何
だ
ろ
う
か
 
 

で
は
、
そ
も
そ
も
計
画
と
は
何
か
。
 
 

そ
う
い
え
ば
小
学
校
の
こ
ろ
「
夏
休
 
 

み
計
画
表
」
と
い
う
の
を
書
か
さ
れ
 
 

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は
「
 
 

計
画
表
」
と
は
い
う
も
の
の
ど
ち
ら
 
 

か
と
い
え
ば
「
予
定
表
」
と
い
う
ぺ
 
 

き
も
の
で
し
ょ
う
。
別
に
小
学
生
が
 
 

「
ど
う
す
れ
ば
夏
休
み
を
有
意
義
に
 
 

過
ご
せ
る
か
」
な
ど
ど
た
い
そ
う
に
 
 

考
え
る
こ
と
も
な
い
か
ら
で
す
。
も
 
 

っ
と
も
、
「
で
き
る
だ
け
楽
し
い
こ
 
 

と
を
た
く
さ
ん
し
よ
う
」
と
い
う
前
 
 

向
き
な
子
ど
も
も
い
る
し
、
先
生
に
 
 

と
っ
て
は
「
書
か
せ
て
お
け
ば
悪
い
 
 

こ
と
を
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
魂
 
 

胆
も
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
 
 

は
計
画
的
で
は
あ
る
わ
け
で
す
。
つ
 
 

ま
り
、
計
画
と
は
「
何
ら
か
の
目
標
 
 

を
効
率
的
に
達
成
す
る
た
め
の
方
法
 
 

ゆ
っ
く
り
と
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
 
 

て
み
た
い
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
 
 

す
。
 
 

を
系
統
的
に
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
 
 

で
、
目
標
を
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
 
 

こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
に
も
「
年
間
運
営
計
画
」
 
 

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
こ
 
 

の
l
年
間
に
ど
う
や
っ
て
サ
ロ
ン
を
 
 

う
ま
く
運
営
し
て
い
く
か
」
と
い
う
 
 

目
標
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
。
し
か
 
 

し
、
残
念
な
こ
と
に
「
う
ま
く
運
営
 
 

す
る
」
の
「
う
ま
く
」
と
は
ど
う
い
 
 

う
こ
と
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
よ
 
 

く
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
、
人
そ
れ
ぞ
 
 

れ
で
違
う
。
も
ち
ろ
ん
サ
ロ
ン
の
場
 
 

合
は
そ
の
「
違
い
」
が
良
さ
だ
か
ら
 
 

合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
 
 

そ
の
「
違
い
」
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
 
 

他
の
人
の
意
見
も
聞
い
て
み
た
い
し
、
 
 

面
白
い
意
見
は
ど
ん
ど
ん
い
た
だ
き
 
 

た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
実
は
、
計
 
 

画
の
大
き
な
意
味
は
そ
こ
に
も
あ
っ
 
 

て
、
計
画
を
つ
く
る
と
い
う
過
程
を
 
 

通
し
て
普
段
は
話
さ
な
い
よ
う
な
お
 
 

互
い
の
意
見
を
聞
き
、
折
り
合
い
を
 
 

つ
け
て
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
が
と
 
 

て
も
良
い
こ
と
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
 
 

計
画
を
つ
く
る
時
と
い
う
の
は
、
 
 

結
構
わ
か
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
、
 
 

ち
ょ
っ
と
す
ま
し
て
「
計
画
を
つ
く
 
 

る
ん
だ
も
ん
ね
」
と
い
う
感
じ
で
始
 
 

め
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
案
外
わ
 
 

か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
 
 

た
だ
「
計
画
を
つ
く
れ
ば
す
べ
て
う
 
 

ま
く
い
く
」
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
 
 

た
り
、
「
と
に
か
く
つ
く
れ
」
と
い
 
 

わ
れ
て
つ
く
る
。
こ
れ
で
も
無
い
よ
 
 

り
は
「
ま
し
」
な
の
で
す
が
（
無
い
 
 

ほ
う
が
ま
し
な
計
画
も
も
ち
ろ
ん
あ
 
 

り
ま
す
）
残
念
な
が
ら
あ
ん
ま
り
役
 
 

に
立
た
な
い
「
計
画
の
た
め
の
計
画
」
 
 

に
な
り
が
ち
な
ん
で
す
。
 
 
 

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
サ
ロ
ン
 
 

あ
べ
の
振
興
計
画
」
は
、
端
的
に
い
 
 

え
ば
そ
の
名
の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
 
 
 

サ
ロ
ン
振
興
計
画
の
目
的
と
性
格
 
 

「
計
画
は
、
で
き
あ
が
っ
た
計
画
書
 
 

以
上
に
つ
く
る
過
程
が
大
切
で
あ
る
」
3
0
 
 

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
な
 
 

ん
で
す
。
 
 



サ
ロ
ン
あ
ぺ
の
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
 
 

て
い
く
た
め
の
方
法
を
考
え
よ
う
と
 
 

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
 
 

サ
ロ
ン
の
場
合
は
五
周
年
の
今
、
 
 

一
つ
の
節
目
と
し
て
五
年
間
を
振
り
 
 

返
り
、
評
価
を
し
た
上
で
こ
れ
か
ら
 
 

の
こ
と
を
考
え
る
時
で
あ
る
と
い
え
 
 

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
五
年
間
で
ず
 
 

い
ぶ
ん
参
加
し
て
く
れ
る
人
数
も
増
 
 

え
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ロ
ン
」
と
い
う
 
 

形
と
し
て
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
 
 

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
 
 

と
も
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
し
 
 

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
わ
か
っ
た
上
 
 

で
考
え
な
い
と
的
は
ず
れ
な
計
画
に
 
 

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
計
画
の
性
格
と
い
う
 
 

こ
と
で
す
が
、
計
画
と
い
っ
て
も
い
 
 

ろ
ん
な
種
類
が
あ
っ
て
、
ご
く
大
ざ
 
 

っ
ば
な
も
の
か
ら
実
に
細
か
い
こ
と
 
 

ま
で
決
め
た
も
の
ま
で
、
ま
た
、
自
 
 

分
た
ち
が
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
 
 

を
決
め
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
他
人
に
 
 

守
ら
せ
る
た
め
の
計
画
も
あ
る
わ
け
 
 

で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
が
は
っ
き
り
 
 

何
と
も
た
い
そ
う
で
す
が
、
何
だ
 
 

か
ん
だ
い
っ
て
も
や
っ
ば
り
世
間
は
 
 

偉
大
で
、
世
の
中
に
従
う
に
し
て
も
、
 
 

逆
ら
う
に
し
て
も
現
実
は
現
実
と
し
 
 

て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
 
 

す
。
そ
う
し
た
意
味
で
ひ
と
と
お
り
 
 

は
社
会
情
勢
も
押
さ
え
て
お
く
こ
と
 
 

が
必
要
で
す
が
、
こ
こ
で
は
ま
ぁ
一
 
 

般
的
に
い
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
「
高
 
 

齢
化
社
会
の
進
展
」
 
「
生
活
や
価
値
 
 
 

計
画
の
前
提
と
な
る
社
会
情
勢
 
 

し
な
い
と
ど
ん
な
計
画
に
し
た
ら
よ
 
 

い
か
わ
か
ら
な
く
て
困
る
わ
け
で
す
。
 
 
 

こ
こ
で
は
仮
に
、
今
後
の
サ
ロ
ン
 
 

の
大
ま
か
な
方
向
を
定
め
る
計
画
で
、
 
 

こ
れ
に
基
づ
い
た
細
か
い
と
り
組
み
 
 

の
方
法
は
、
毎
年
の
事
業
計
画
で
具
 
 

体
化
す
る
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
 
 

と
、
こ
の
計
画
が
サ
ロ
ン
の
運
営
の
 
 

方
針
で
あ
る
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
 
 

ひ
と
り
ひ
と
り
に
心
が
け
て
ほ
し
い
 
 

目
標
も
含
む
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
 
 

き
ま
し
ょ
う
。
 
 

計
画
を
つ
く
る
上
で
は
、
現
状
を
 
 

よ
く
見
つ
め
て
、
何
が
良
く
て
何
が
 
 

悪
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
 
 

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
 
 

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

結
局
は
こ
こ
で
の
「
良
い
と
こ
ろ
を
 
 

よ
り
良
く
す
る
」
 
「
悪
い
と
こ
ろ
は
 
 

改
善
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
計
画
の
 
 

大
筋
を
決
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
 
 

は
間
違
い
な
い
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
 
 

ん
こ
の
あ
と
で
出
て
き
ま
す
が
「
め
 
 

ざ
す
べ
き
将
来
像
」
を
実
現
す
る
の
 
 

サ
ロ
ン
の
現
状
と
課
題
 
 

観
の
多
様
化
」
 
「
社
会
の
ソ
フ
ト
化
」
 
 

「
情
報
化
の
進
展
」
 
「
国
際
化
の
進
 
 

展
」
な
ど
を
あ
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
サ
ロ
ン
の
場
合
は
「
障
害
 
 

者
問
題
の
動
向
」
だ
と
か
、
「
あ
べ
 
 

の
」
と
い
う
ま
ち
の
状
況
な
ん
か
も
 
 

押
さ
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
、
 
 

細
か
い
話
は
実
際
に
計
画
づ
く
り
を
 
 

す
す
め
る
中
で
は
み
て
い
く
こ
と
に
 
 

し
ま
す
。
 
 

が
計
画
で
あ
り
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
 
 

像
と
い
う
の
は
、
す
ぐ
に
で
き
る
か
 
 

ど
う
か
と
い
う
短
期
的
な
実
現
性
に
 
 

ば
か
り
気
を
と
ら
れ
な
い
で
、
あ
る
 
 

べ
き
姿
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
ん
 
 

で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
現
実
の
状
 
 

況
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
 
 

ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
将
来
像
が
 
 

「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
っ
て
し
ま
 
 

う
か
ら
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
現
 
 

状
と
課
題
と
い
う
の
は
み
ん
な
の
意
 
 

見
を
よ
く
聞
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
 
 

場
か
ら
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
 
 

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
 
 

さ
て
、
サ
ロ
ン
の
現
状
で
す
が
、
 
 

毎
月
一
回
の
出
会
い
と
サ
ロ
ン
紙
の
 
 

発
行
が
活
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
 
 

す
。
そ
の
他
、
運
営
委
員
会
で
月
一
 
 

回
の
委
員
会
を
開
い
て
い
る
他
、
必
 
 

要
に
応
じ
て
打
ち
合
せ
な
ど
を
行
っ
 
 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
べ
の
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
一
員
と
し
 
 

て
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
と
 
 

こ
ろ
で
す
。
 
 
 

毎
月
の
出
会
い
の
内
容
は
、
こ
こ
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の
と
こ
ろ
毎
年
定
例
的
に
な
っ
て
き
 
 

ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
学
習
 
 

会
、
見
学
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
 
 
 

あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
交
流
会
へ
の
参
加
な
ど
で
す
が
、
 
 

今
の
と
こ
ろ
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
 
 

と
い
う
感
じ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

む
し
ろ
、
続
け
て
や
っ
て
き
た
こ
と
 
 

で
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
ひ
と
つ
の
 
 

「
季
節
感
」
み
た
い
な
も
の
に
な
っ
 
 

て
い
ま
す
。
カ
ー
ニ
バ
ル
の
バ
ザ
ー
 
 

に
も
っ
て
き
て
く
れ
る
品
物
の
数
を
 
 

み
て
も
「
継
続
は
力
な
り
」
を
感
じ
 
 

ま
す
。
 
 
 

こ
の
現
状
の
評
価
と
い
う
こ
と
は
 
 

人
に
よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
あ
り
 
 

ま
す
。
一
つ
の
意
見
と
し
て
あ
げ
て
 
 

み
ま
し
た
。
 
 
 

サ
ロ
ン
．
の
目
的
は
、
障
害
者
と
健
 
 

常
者
の
交
流
と
い
う
こ
と
が
い
ち
ば
 
 

ん
な
の
で
す
が
、
こ
の
点
で
み
る
と
、
 
 

毎
回
の
よ
う
に
新
し
い
人
が
参
加
し
 
 

て
く
れ
て
メ
ン
バ
ー
が
順
調
に
増
え
 
 

て
い
る
こ
と
、
サ
ロ
ン
紙
の
お
か
げ
 
 

で
毎
回
参
加
で
き
な
く
て
も
ず
っ
と
 
 

親
し
み
が
持
て
て
い
る
こ
と
、
そ
の
 
 

せ
い
も
あ
っ
て
い
つ
で
も
釆
た
い
と
 
 

き
に
気
軽
に
乗
れ
る
と
い
う
雰
囲
気
 
 

が
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、
サ
ロ
ン
 
 

活
動
と
し
て
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
 
 

活
動
が
広
が
っ
て
き
た
と
い
え
る
と
 
 

思
い
ま
す
。
た
だ
、
拠
点
と
な
る
場
 
 

所
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
悩
み
の
種
 
 

で
、
月
一
回
と
い
う
た
い
へ
ん
限
ら
 
 

れ
た
機
会
し
か
も
つ
こ
と
が
で
き
な
 
 

い
（
こ
れ
も
長
く
続
く
ひ
と
つ
の
要
 
 

素
で
は
あ
る
に
し
て
も
）
の
は
残
念
 
 

だ
し
、
日
常
的
な
ふ
れ
あ
い
に
は
ど
 
 

れ
だ
け
つ
な
が
っ
た
か
な
、
と
い
う
 
 

ふ
う
に
は
感
じ
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
の
目
的
と
し
て
も
う
ひ
と
 
 

つ
は
、
地
域
全
体
の
福
祉
を
高
め
て
 
 

い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
 
 

う
い
う
こ
と
か
ら
い
う
と
、
交
流
と
 
 

い
う
の
は
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
く
る
 
 

こ
と
に
よ
っ
て
け
っ
こ
う
目
的
が
達
 
 

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
が
、
 
 

福
祉
を
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
 
 

な
る
と
実
際
に
何
か
行
動
に
移
さ
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
た
い
へ
 
 

ん
な
こ
と
も
で
て
く
る
ん
で
す
。
つ
 
 

ま
り
、
何
を
す
る
の
か
を
決
め
な
い
 
 

と
い
け
な
い
で
す
か
ら
、
み
ん
な
の
 
 
 

意
見
を
調
整
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
 
 

は
し
ん
ど
い
も
の
で
す
。
 
 
 

そ
う
い
う
面
か
ら
今
の
サ
ロ
ン
を
 
 

み
て
み
る
と
、
せ
っ
か
く
の
学
習
会
 
 

が
知
識
の
蓄
積
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
 
 

（
こ
れ
は
こ
れ
で
非
常
に
大
切
な
こ
 
 

と
で
す
が
）
、
実
践
へ
の
結
び
付
き
 
 

が
少
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
 
 

思
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
紙
の
方
で
は
「
 
 

な
ん
と
か
し
て
ー
な
」
の
コ
ー
ナ
ー
 
 

な
ん
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
身
近
な
問
 
 

題
点
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ん
で
 
 

す
が
、
ほ
ん
と
に
「
な
ん
と
か
し
て
 
 

ー
な
」
と
い
っ
て
る
だ
け
で
い
い
ん
 
 

だ
ろ
う
か
、
自
分
で
「
な
ん
と
か
で
 
 

き
る
」
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
 
 

と
も
思
う
ん
で
す
。
か
と
い
っ
て
「
 
 

運
動
団
体
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
 
 

サ
ロ
ン
の
持
ち
味
が
な
く
な
っ
て
し
 
 

ま
う
の
で
、
そ
こ
は
ひ
と
つ
サ
ロ
ン
 
 

ら
し
い
活
動
の
仕
方
っ
て
い
う
の
を
 
 

探
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 
 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
現
況
な
り
課
 
 

題
な
り
を
ふ
ま
え
て
、
い
よ
い
よ
計
 
 

画
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
大
 
 

き
な
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
 
 

こ
と
で
、
「
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
」
 
 

を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
 
 
 

目
標
を
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り
と
、
 
 

わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

計
画
は
よ
り
効
果
的
に
す
す
め
る
こ
 
 

と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
計
画
に
 
 

書
い
て
あ
る
こ
と
が
何
の
た
め
に
や
 
 

る
の
か
わ
か
っ
て
い
る
の
と
、
わ
か
 
 

ら
ず
に
や
っ
て
い
る
の
と
で
は
、
せ
 
 

っ
か
く
同
じ
努
力
を
し
て
も
違
う
結
 
 

果
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
 
 
 

こ
の
「
将
来
像
」
は
、
私
た
ち
の
 
 

め
ざ
し
て
い
く
も
の
な
の
で
、
す
ぐ
 
 

に
で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
別
に
し
 
 

て
、
い
ま
ま
で
の
良
い
と
こ
ろ
を
よ
 
 

り
よ
く
し
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
 
 

悪
い
と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
取
り
除
 
 
 

思
い
ま
す
。
 
 

め
ざ
す
べ
き
サ
ロ
ン
の
将
来
像
は
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い
た
も
の
と
し
て
、
み
ん
な
の
「
夢
」
 
 

を
描
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
特
 
 
 

に
計
画
づ
く
り
を
す
る
場
合
に
悪
い
 
 

と
こ
ろ
と
い
う
の
は
気
が
付
き
や
す
 
 

い
の
で
す
が
、
よ
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
 
 

に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
の
は
意
外
 
 

と
難
し
い
も
の
な
ん
で
す
。
サ
ロ
ン
 
 

ら
し
い
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
 
 

が
大
切
で
す
。
 
 
 

で
は
、
サ
ロ
ン
の
将
来
像
に
考
え
 
 

て
み
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
サ
ロ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
で
 
 

あ
る
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
助
け
 
 

合
い
」
の
輪
は
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
 
 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
 
 

の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
メ
ン
バ
ー
が
増
え
 
 

て
い
く
こ
と
が
よ
い
こ
と
な
の
か
と
 
 

い
う
不
安
が
な
く
も
な
い
。
つ
ま
り
 
 

一
つ
の
サ
ロ
ン
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
 
 

い
く
の
に
適
当
な
大
き
さ
と
い
う
の
 
 

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
な
る
 
 

と
、
サ
ロ
ン
と
は
別
の
グ
ル
ー
プ
と
 
 

の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
輪
を
大
き
く
す
る
こ
と
も
 
 

良
い
方
法
で
す
。
あ
る
程
度
は
サ
ロ
 
 

ン
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
 
 

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
も
 
 

知
れ
ま
せ
ん
。
土
曜
日
に
は
参
加
で
 
 

き
な
い
人
で
「
日
曜
日
の
サ
ロ
ン
」
 
 

を
つ
く
っ
て
も
い
い
わ
け
で
す
し
、
 
 

た
と
え
ば
「
な
ん
で
も
サ
ロ
ン
ハ
ン
 
 

ズ
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
な
ん
か
と
も
 
 

協
力
し
て
す
す
め
て
い
く
こ
と
も
必
 
 

要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
 
 
 

そ
う
し
た
輪
の
広
が
り
が
あ
れ
ば
、
 
 

サ
ロ
ン
の
目
的
で
あ
る
「
地
域
社
会
 
 

全
体
の
福
祉
の
充
実
」
を
も
っ
と
も
 
 

っ
と
突
っ
込
ん
で
考
え
、
そ
れ
を
実
 
 

際
に
す
す
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
 
 

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

「
よ
り
多
く
の
人
た
ち
と
の
交
流
 
 

を
す
す
め
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
地
域
 
 

づ
く
り
を
め
ざ
す
」
。
や
っ
ぱ
り
サ
 
 

ロ
ン
が
で
き
た
こ
ろ
の
原
点
に
戻
っ
 
 

て
し
ま
い
ま
す
が
、
重
吉
を
「
交
流
」
 
 

か
ら
「
地
域
づ
く
り
」
に
広
げ
て
い
 
 

く
と
い
う
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
 
 

て
め
ざ
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
 
 

い
ま
す
。
 
 

め
ざ
す
べ
き
将
来
像
を
実
現
す
る
 
 

た
め
に
は
具
体
的
に
何
を
ど
う
し
て
 
 

い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
 
 

る
「
計
画
」
と
い
う
部
分
で
す
。
 
 
 

ふ
つ
う
、
計
画
と
い
う
時
に
は
こ
 
 

れ
だ
け
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
 
 

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
「
何
を
す
 
 

る
の
か
」
を
考
え
る
た
め
に
は
、
い
 
 

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
 
 

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
ま
で
 
 

ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
と
書
い
て
き
た
わ
け
 
 

で
す
。
 
 
 

こ
こ
は
貝
体
的
に
や
る
こ
と
を
あ
 
 

げ
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
別
に
ど
う
 
 

の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 
 

ん
。
た
だ
、
大
切
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
 
 

計
画
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
 
 

と
目
標
を
決
め
る
こ
と
で
す
。
例
え
 
 

ば
、
た
だ
単
に
「
メ
ン
バ
ー
を
増
や
 
 

す
」
と
書
い
た
だ
け
で
は
、
極
端
に
 
 

い
え
ば
一
人
で
も
増
え
れ
ば
計
画
達
 
 

成
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本
当
に
そ
 
 

れ
で
良
い
の
か
ど
う
か
。
こ
こ
は
仮
 
 

い
よ
い
よ
ど
う
す
る
か
の
計
画
で
す
 
 

に
「
地
域
づ
く
り
の
捕
勤
を
す
す
め
 
 

る
体
制
を
つ
く
る
た
め
に
、
メ
ン
バ
 
 

ー
を
増
や
す
」
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
 
 

人
を
ど
の
く
ら
い
増
や
し
て
い
か
な
 
 

い
と
い
け
な
い
か
が
考
え
ら
れ
る
わ
 
 

け
で
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
振
興
計
画
の
場
合
は
、
将
 
 

来
像
で
あ
げ
た
よ
う
に
「
出
会
い
、
 
 

ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い
」
の
輪
を
広
 
 

げ
て
い
く
と
い
う
目
標
を
果
し
て
い
 
 

く
た
め
に
、
計
画
の
大
き
な
項
目
と
 
 

し
て
は
「
1
 
サ
ロ
ン
ヘ
の
参
加
者
 
 

を
増
や
し
て
い
く
」
 
「
2
 
他
の
グ
 
 

ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
 
 

を
す
す
め
る
」
 
「
3
 
地
域
と
の
つ
 
 

な
が
り
を
強
め
る
」
な
ど
が
考
え
ら
 
 

れ
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
、
大
項
目
の
「
1
 
サ
ロ
 
 

ン
の
参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
」
を
 
 

具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
小
項
目
と
 
 

し
て
「
①
新
し
い
参
加
者
を
増
や
し
 
 

て
く
よ
う
に
、
広
報
や
行
事
な
ど
で
 
 

の
呼
び
か
け
を
強
化
す
る
」
と
か
、
 
 

「
②
市
民
の
関
心
が
高
い
問
題
に
つ
 
 

い
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
」
と
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「
計
画
な
ん
て
大
げ
さ
で
、
サ
ロ
 
 

ン
に
は
そ
ん
な
も
の
は
い
ら
な
い
ん
 
 

じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
万
も
多
い
 
 

で
し
ょ
う
。
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
な
の
 
 

で
す
か
ら
、
変
に
堅
苦
し
い
計
画
で
 
 

し
ば
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
 
 

良
く
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

で
も
、
私
が
い
ち
ば
ん
言
い
た
か
 
 

っ
た
の
は
、
初
め
に
も
書
い
た
と
お
 
 

り
「
計
画
は
で
き
あ
が
っ
た
計
画
書
 
 

以
上
に
つ
く
る
過
程
が
大
切
だ
」
と
 
 

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
夢
や
問
題
な
 
 

ど
を
ゆ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
、
そ
 
 

れ
も
無
責
任
に
言
い
合
う
だ
け
で
な
 
 

く
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
何
 
 

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
 
 

え
て
、
世
間
話
で
は
な
く
て
自
分
の
 
 

か
「
③
以
前
参
加
し
て
く
れ
た
人
に
 
 

ま
た
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
呼
び
 
 

か
け
を
行
う
」
な
ど
、
み
ん
な
の
ア
 
 

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
け
ば
、
計
画
 
 

は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
 
 

う
。
 
 

例
え
ば
「
あ
れ
を
し
な
け
れ
ば
」
 
 

と
か
、
「
こ
う
で
な
け
れ
ば
」
と
か
 
 

い
う
「
努
力
目
棲
」
の
会
じ
ゃ
な
く
 
 

て
、
い
ろ
ん
な
人
が
集
っ
て
き
て
、
 
 

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、
い
ろ
 
 

ん
な
話
が
で
き
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
ろ
 
 

お
き
な
く
太
書
で
語
り
あ
え
る
場
所
 
 

を
撞
供
す
る
。
最
近
め
っ
た
に
お
目
 
 

問
題
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
。
 
 

こ
の
こ
と
が
と
っ
て
も
大
事
に
な
っ
 
 

て
き
て
い
ま
す
。
 
 
 

計
画
づ
く
り
は
話
し
合
い
の
き
っ
 
 

か
け
と
い
う
意
味
で
大
き
な
意
味
を
 
 

も
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
の
サ
ロ
ン
を
考
え
て
い
 
 

く
上
で
、
何
か
参
考
に
し
て
い
た
だ
 
 

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 
 

い
つ
で
も
 
 

☆
「
出
会
い
の
場
所
」
と
し
 
 

に
掛
ら
な
く
な
っ
た
、
そ
ん
な
空
間
 
 

を
創
り
出
せ
た
ら
、
も
っ
と
素
敵
な
 
 

「
サ
ロ
ン
。
あ
べ
の
」
に
な
る
と
思
 
 

い
ま
せ
ん
か
？
 
 
 

そ
し
て
そ
ん
な
出
会
い
の
空
間
が
、
 
一
カ
月
一
度
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
二
 
 

ひ
と
こ
と
 
ふ
た
こ
と
 
 

ひ
と
こ
と
ふ
た
こ
と
 
そ
っ
と
こ
と
ば
を
か
わ
し
て
 
 

と
て
も
す
て
き
な
あ
た
た
か
い
え
が
お
を
か
わ
し
て
 
 

こ
こ
ろ
の
な
か
に
あ
る
な
に
か
を
 
か
た
り
あ
っ
て
 
 

ま
っ
す
ぐ
に
す
み
き
っ
た
ひ
と
み
で
み
つ
め
あ
っ
て
 
 

そ
の
ま
ま
の
じ
ぶ
ん
を
か
く
す
こ
と
な
ど
し
な
く
て
 
 

あ
い
て
の
こ
こ
ろ
も
ぜ
ん
ぶ
ま
る
ご
と
う
け
と
め
て
 
 

そ
ん
な
ひ
と
た
ち
が
 
い
つ
も
つ
ど
い
あ
っ
て
い
て
 
 

い
ち
に
ち
い
ち
に
ち
あ
た
ら
し
い
で
あ
い
が
あ
っ
て
 
 

そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
こ
と
つ
な
い
で
い
く
も
の
っ
て
 
 

き
っ
と
さ
ろ
ん
に
あ
つ
ま
っ
た
 
て
と
て
と
て
と
て
 
 
 

四
時
間
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
い
つ
 
 

で
も
ど
こ
か
に
あ
れ
ば
い
い
な
、
と
 
 

思
う
の
で
す
。
そ
ん
な
気
持
を
こ
め
 
 

て
、
ち
ょ
っ
と
こ
と
ば
遊
び
を
し
て
 
 

み
ま
し
た
。
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「
サ
ロ
ン
あ
べ
の
」
五
周
年
、
お
 
 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
 
 

こ
の
5
年
間
「
サ
ロ
ン
あ
べ
の
」
の
 
 

活
動
を
記
し
続
け
て
き
た
「
サ
ロ
ン
 
 

紙
」
五
十
号
、
本
当
に
お
め
で
と
う
 
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

私
が
初
め
て
「
サ
ロ
ン
」
と
出
会
 
 

っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
「
サ
ロ
ン
」
 
 

菅
田
ン
が
あ
る
ま
ち
 
 

が
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
と
し
て
産
声
 
 

を
あ
げ
た
直
後
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 
 

当
時
の
私
は
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
 
 

り
で
、
今
後
の
自
分
の
仕
事
へ
の
不
 
 

安
と
期
待
と
夢
を
ど
っ
さ
り
抱
え
て
 
 

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
 
 

一
番
大
き
か
っ
た
の
は
不
安
で
し
た
 
 

が
…
。
学
生
の
暗
か
ら
、
一
応
「
地
 
 

域
福
祉
」
を
勉
強
し
、
自
分
で
望
ん
 
 

で
あ
べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
 
 

ロ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
や
ら
 
 

せ
て
も
ら
お
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
 
 

一
人
し
か
職
員
の
い
な
い
環
境
で
、
 
 

こ
の
頼
り
な
い
私
に
仕
事
が
で
き
る
 
 

の
だ
ろ
う
か
、
と
心
配
し
た
の
は
私
 
 

一
人
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 
 

前
 
田
 
博
 
子
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凰
駆
 
 

「
サ
ロ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
も
、
さ
ぞ
 
 

や
不
安
だ
っ
た
ろ
う
と
、
申
し
訳
な
 
 

く
思
っ
て
い
ま
す
。
（
な
ん
て
っ
た
 
 

っ
て
、
不
安
の
あ
ま
り
半
ペ
ソ
か
い
 
 

て
前
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岡
氏
に
 
 

相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
て
た
り
し
て
 
 

い
た
ん
で
す
か
ら
。
）
 
 
 

そ
ん
な
頼
り
な
い
私
が
、
な
ぜ
こ
 
 

の
仕
事
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、
と
 
 

て
も
可
能
性
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
 
 

た
か
ら
で
す
。
学
生
時
代
、
「
地
域
 
 

福
祉
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
学
び
、
 
 

本
当
に
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
て
い
 
 

く
最
前
線
に
い
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
だ
し
、
こ
の
分
野
を
度
外
視
し
て
 
 

本
当
の
地
域
福
祉
は
有
り
得
な
い
、
 
 

な
ど
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
あ
 
 

べ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
 
 

で
、
行
政
主
導
型
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
 
 

供
給
型
で
も
な
い
、
本
当
の
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
を
育
成
し
て
い
く
仕
事
を
や
 
 

っ
て
み
よ
1
つ
、
と
当
時
の
私
は
か
な
 
 

り
意
気
込
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
 
 

ん
。
 
 
 

仕
事
柄
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
 
 

何
？
、
ど
ん
な
人
？
」
と
、
よ
く
聞
 
 

か
れ
ま
す
。
場
面
に
応
じ
て
、
質
問
 
 

者
に
応
じ
て
、
い
ろ
ん
な
答
え
方
を
 
 

し
て
き
ま
し
た
。
一
口
に
は
と
て
も
 
 

答
え
に
く
い
質
問
な
の
で
す
が
、
そ
 
 

の
人
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
」
を
い
 
 

ち
ば
ん
端
的
に
表
現
し
て
も
ら
う
質
 
 

問
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
 
 

前
、
「
一
般
の
区
民
よ
り
も
少
し
勇
 
 

気
が
あ
り
、
少
し
行
動
力
の
あ
る
人
」
 
 

と
い
う
意
味
の
答
え
を
し
た
こ
と
が
 
 

あ
り
ま
す
。
極
端
な
言
い
方
か
も
し
 
 

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
答
え
の
中
で
 
 

は
か
な
り
気
に
入
っ
て
い
る
も
の
の
 
 

ひ
と
つ
で
す
。
い
ま
、
「
障
害
者
に
 
 

人
権
を
！
」
 
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
 
 

ョ
ン
の
実
現
を
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
 
 

ガ
ン
に
心
底
反
対
す
る
人
は
、
も
は
 
 

や
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
 
 

す
。
で
も
、
自
分
が
そ
ん
な
社
会
作
 
 

り
に
主
体
的
に
参
加
し
て
い
く
か
、
 
 

と
い
う
と
話
は
全
く
別
で
す
。
そ
れ
 
 

が
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
行
動
に
移
 
 

せ
る
人
、
移
し
た
い
と
い
っ
て
ビ
ュ
 
 

ー
ロ
ー
に
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る
人
 
 

が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
っ
て
い
う
わ
 
 

け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
人
の
 
 

人
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
だ
 
 

ん
だ
ん
と
自
分
た
ち
の
町
や
生
活
全
 
 

体
に
目
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 
 

そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
一
緒
 
 

に
あ
べ
の
の
町
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
 
 

た
り
、
・
夢
を
描
い
た
り
、
時
に
は
真
 
 

剣
に
討
論
し
た
り
。
自
分
た
ち
の
ま
 
 

ち
の
こ
と
を
客
観
視
し
、
主
体
的
に
 
 

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
の
が
コ
 
 

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
目
だ
と
思
い
 
 

ま
す
。
 
 
 

そ
う
い
う
意
味
で
、
「
サ
ロ
ン
」
 
 

は
ま
こ
と
に
優
秀
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

の
集
ま
り
で
す
。
み
ん
な
が
個
性
的
 
 

で
、
主
体
的
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
 
 

タ
1
に
よ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
も
あ
 
 

ま
り
必
要
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
 
 

後
の
活
動
た
る
や
、
ど
ん
ど
ん
拡
が
 
 

っ
て
い
っ
て
ま
す
か
ら
。
グ
ル
ー
プ
 
 

内
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
 
 

果
た
す
人
が
き
っ
と
何
人
も
い
る
ん
 
 

だ
ろ
う
な
と
思
う
ん
で
す
。
 
 
 

も
う
ひ
と
つ
、
ビ
ュ
ー
ロ
Ⅰ
に
は
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地
域
住
民
へ
の
啓
蒙
と
い
う
大
き
な
 
 

役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
「
地
 
 

域
の
福
祉
力
」
の
向
上
を
目
指
す
わ
 
 

け
で
す
。
「
地
域
の
福
祉
力
」
な
ど
 
 

と
い
う
と
、
専
門
的
な
言
葉
の
よ
う
 
 

に
聞
こ
え
ま
す
が
、
意
識
の
う
え
で
 
 

の
住
民
の
「
福
祉
へ
の
理
解
力
」
と
 
 

考
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
 
 

的
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
業
務
と
し
て
 
 

は
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
 
 

を
地
域
に
流
し
、
関
心
を
も
っ
て
も
 
 

ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。
な
か
 
 

な
か
成
果
の
見
え
て
こ
な
い
部
分
で
 
 

す
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
識
 
 

の
中
で
、
常
に
気
に
し
て
い
な
く
て
 
 

は
い
け
な
い
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 

し
か
し
、
本
当
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
 
 

自
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
」
を
広
 
 

げ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
確
か
 
 

な
福
祉
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
意
味
で
も
、
「
出
会
い
・
ふ
 
 

れ
あ
い
・
助
け
合
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
 
 

と
し
て
い
る
「
サ
ロ
ン
」
は
と
て
も
 
 

優
秀
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
ま
り
で
 
 

す
。
「
サ
ロ
ン
」
に
一
度
足
を
踏
み
 
 

入
れ
る
と
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
、
 
 

い
や
抜
け
出
さ
な
い
か
ら
で
す
。
自
 
 

分
の
関
心
や
目
的
意
識
が
は
っ
き
り
 
 

し
て
い
な
い
人
で
も
顔
を
出
せ
る
雰
 
 

囲
気
を
も
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
う
 
 

ち
に
「
サ
ロ
ン
」
の
信
条
み
た
い
な
 
 

も
の
が
、
知
ら
ぬ
間
に
身
に
つ
い
て
 
 

い
く
よ
う
な
の
で
す
。
 
 
 

「
サ
ロ
ン
」
の
活
動
は
、
阿
倍
野
 
 

の
人
た
ち
の
「
障
害
者
観
」
 
（
あ
ま
 
 

り
適
し
た
言
い
方
で
は
な
い
の
で
す
 
 

が
、
適
当
な
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
 
 

の
で
こ
の
ま
ま
使
い
ま
す
）
を
変
え
 
 

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
決
し
て
お
し
 
 

き
せ
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
活
動
 
 

を
通
し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
 
 

で
き
る
範
囲
で
着
実
に
変
え
て
き
た
 
 

と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
当
事
者
 
 

と
健
常
者
（
こ
れ
も
あ
ま
り
適
し
た
 
 

言
い
方
で
は
な
い
の
で
す
が
…
）
が
 
 

自
然
に
腫
を
同
じ
く
し
て
い
る
よ
さ
 
 

が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
 
 

ね
。
ビ
ュ
ー
ロ
Ⅰ
が
一
番
助
け
て
も
 
 

ら
っ
て
い
る
部
分
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
 
 

ィ
ア
の
援
助
を
求
め
る
障
害
者
の
中
 
 

に
は
、
ど
う
し
て
も
当
事
者
の
立
場
 
 

か
ら
し
か
見
え
な
い
問
題
を
絶
え
て
 
 

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
 
 

た
ち
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
指
摘
で
 
 

き
な
い
問
題
と
い
う
の
も
少
な
く
あ
 
 

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
 
 

な
る
の
は
「
サ
ロ
ン
」
で
す
。
「
サ
 
 

甘
ン
」
の
メ
ン
バ
1
に
相
談
す
る
と
、
 
 

と
て
も
新
鮮
な
答
え
が
返
っ
て
き
て
、
 
 

納
得
の
い
く
方
法
で
対
処
し
て
も
ら
 
 

え
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
コ
ー
デ
 
 

ィ
ネ
ー
タ
ー
仲
間
か
ら
は
「
あ
べ
の
 
 

は
サ
ロ
ン
が
あ
る
か
ら
い
い
わ
ね
」
 
 

と
言
わ
れ
、
「
い
い
だ
ろ
う
～
」
と
 
 

自
慢
で
き
る
の
で
す
。
 
 
 

そ
ん
な
わ
け
で
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
 
 

「
サ
ロ
ン
」
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
 
 

関
係
で
（
い
や
、
切
っ
て
欲
し
く
な
 
 

い
と
思
っ
て
い
る
の
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
 
 

だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
）
こ
 
 

れ
か
ら
も
、
ビ
ュ
ー
ロ
I
と
の
う
ま
 
 

～
い
二
人
三
脚
を
続
け
て
い
っ
て
い
 
 

た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
し
た
 
 

い
と
思
い
ま
す
。
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も
う
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン
 
 

岡
 
 
知
 
史
 
 

＜
は
じ
め
に
＞
 
 
 

五
周
年
、
そ
し
て
五
十
号
記
念
祐
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
が
大
き
く
発
展
し
て
き
た
証
し
だ
と
患
い
ま
す
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
五
十
号
記
念
祐
に
、
サ
ロ
ン
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
 
 

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
香
い
て
ほ
し
い
と
い
う
縮
集
割
か
ら
曹
わ
 
 

れ
た
の
で
す
が
、
サ
ロ
ン
に
ふ
だ
ん
か
ら
参
加
し
て
い
な
い
ぽ
く
 
 

と
し
て
は
、
あ
ま
り
役
に
た
つ
よ
う
な
こ
と
を
舌
え
そ
う
に
は
あ
 
 

り
ま
せ
ん
。
 
 
 

し
か
し
、
サ
ロ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
で
陪
賓
を
も
っ
て
い
 
 

る
人
と
も
っ
て
い
な
い
人
の
交
流
を
す
す
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
 
 

全
国
に
た
く
き
ん
あ
り
ま
す
。
私
も
、
そ
の
い
く
つ
か
に
恕
加
し
 
 

た
り
、
そ
こ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
の
話
を
き
い
た
り
し
た
経
験
 
 

が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

こ
こ
で
は
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
サ
ロ
ン
活
動
が
う
ま
く
い
 
 

く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
、
話
の
進
め
方
と
し
て
、
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
 
 

い
グ
ル
ー
プ
の
話
を
ま
ず
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
 
 

は
、
わ
が
 
「
あ
べ
の
。
サ
ロ
ン
」
 
と
同
じ
よ
う
な
目
的
で
つ
く
ら
 
 

れ
た
、
い
わ
ば
 
「
も
う
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン
」
 
で
す
。
そ
の
 
「
サ
ロ
 
 

ン
」
 
の
失
敗
談
か
ら
、
「
あ
ペ
の
。
サ
ロ
ン
」
 
の
今
後
の
活
動
に
 
 

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

な
お
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
 
「
も
う
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン
」
 
は
、
 
 

架
空
の
も
の
で
す
。
詰
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
 
 

な
ケ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
あ
る
の
だ
と
考
え
て
く
だ
き
い
。
 
 

＜
健
常
者
が
い
な
く
な
る
∨
 
 
 

ぼ
く
の
知
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
低
迷
化
は
、
会
合
に
参
加
す
 
 

る
健
常
者
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 
 

一
般
に
、
障
害
者
を
グ
ル
ー
プ
に
ひ
き
と
め
る
は
り
も
、
健
常
 
 

者
を
ひ
き
と
め
て
お
く
方
が
難
し
い
よ
う
で
す
。
健
常
者
は
一
度
 
 

顔
を
み
せ
て
も
、
お
も
し
ろ
く
な
け
れ
ば
き
っ
さ
と
立
ち
去
っ
て
 
 

し
ま
い
ま
す
。
他
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
が
、
い
く
ら
 
 

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
し
よ
う
。
 
 

一
方
、
障
害
者
の
方
は
、
外
出
も
困
難
な
人
が
多
く
、
週
末
の
 
 

予
定
を
も
っ
て
い
る
人
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
家
庭
や
忙
し
い
 
 

仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
出
か
け
る
先
も
あ
 
 

ま
り
多
く
は
な
く
、
一
度
、
会
に
で
る
と
続
け
て
出
て
く
る
よ
う
 
 

で
し
た
。
 
 
 

お
も
し
ろ
く
な
け
れ
ば
、
健
常
者
は
次
の
回
に
は
来
な
く
な
り
 
 

ま
す
。
し
か
し
、
障
害
者
の
多
く
は
、
会
合
が
お
も
し
ろ
く
な
く
 
 

て
も
、
そ
れ
が
外
出
の
機
会
に
も
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
た
い
て
 
 

い
、
休
ま
ず
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
合
が
お
も
し
ろ
 
 

く
な
く
な
る
と
、
た
ち
ま
ち
健
常
者
の
数
が
減
り
、
相
対
的
に
陪
 
 

賓
着
の
数
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

＜
活
発
な
障
害
者
が
去
っ
て
い
く
＞
 
 
 

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
理
由
で
活
動
的
な
障
害
者
の
奉
加
も
減
っ
 
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
庭
を
も
っ
て
い
た
り
忙
し
い
仕
事
を
も
っ
 
 

て
い
る
陪
審
者
は
、
わ
ぎ
わ
ぎ
週
末
を
つ
ぶ
し
て
ま
で
、
お
も
し
 
 

ろ
く
な
い
会
に
薮
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
な
い
と
い
 
 

う
の
で
す
。
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こ
う
し
た
こ
と
が
続
く
と
参
加
す
る
障
害
者
の
性
格
が
変
わ
っ
 
 

て
き
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
外
出
の
機
会
が
な
く
、
週
末
 
 

に
い
つ
し
よ
に
過
ご
す
友
人
も
な
い
孤
独
な
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
 
 
 

例
会
の
日
に
は
、
誰
も
健
常
者
が
来
て
い
な
い
こ
ろ
か
ら
集
ま
 
 

り
、
黙
っ
て
座
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で
に
何
人
か
集
ま
っ
て
い
 
 

る
の
で
す
が
、
目
の
前
に
い
る
人
と
話
し
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
 
 

せ
ん
。
人
と
自
然
に
話
す
こ
と
が
育
手
な
人
た
ち
が
残
る
の
で
す
。
 
 
 

＜
人
づ
き
あ
い
の
下
手
な
人
が
残
る
∨
 
 
 

健
常
者
の
数
も
、
活
発
な
障
害
者
の
数
も
減
っ
て
い
く
と
、
グ
 
 

ル
ー
プ
は
ま
す
ま
す
 
「
沈
滞
化
」
 
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
 
 

グ
ル
ー
プ
は
、
た
い
て
い
の
健
常
者
や
他
に
外
出
先
を
も
っ
て
い
 
 

る
障
害
者
を
魅
き
つ
け
な
い
か
ら
、
惑
循
環
が
お
き
る
の
で
す
。
 
 
 

そ
れ
で
も
グ
ル
ー
プ
が
、
自
然
消
滅
と
い
う
形
に
な
ら
な
い
こ
 
 

と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
実
際
に
 
「
そ
こ
に
し
か
行
く
 
 

と
こ
ろ
が
な
い
」
 
と
い
う
人
が
何
人
も
い
る
か
ら
で
す
。
 
 
 

こ
れ
は
外
出
の
機
会
の
少
な
い
障
害
者
に
限
り
ま
せ
ん
。
会
社
 
 

と
自
宅
を
往
復
す
る
だ
け
で
他
に
友
人
が
い
な
い
と
い
う
健
常
者
 
 

も
、
必
ず
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
に
残
り
ま
す
。
も
う
何
カ
月
も
す
 
 

ご
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
を
、
そ
ん
な
に
あ
つ
さ
り
と
辞
め
る
こ
と
 
 

は
で
き
な
い
の
で
す
。
今
回
つ
ま
ら
な
く
て
も
、
次
回
は
き
っ
と
 
 

楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
、
会
へ
の
出
席
を
続
け
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
結
局
、
人
づ
き
あ
い
の
下
手
な
人
ば
か
り
が
残
る
こ
と
 
 

に
な
る
の
で
す
。
 
 

∧
あ
た
た
か
さ
が
な
く
な
る
∨
 
 
 

グ
ル
ー
プ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
気
温
」
 
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
 
 

ま
す
。
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
「
気
温
」
な
 
 

の
か
、
い
つ
も
点
検
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
み
ん
な
 
 

熱
心
す
ぎ
て
、
グ
ル
ー
プ
が
熱
く
な
り
す
ぎ
て
、
何
人
か
の
人
は
 
 

と
て
も
つ
い
て
い
け
な
い
と
止
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
 
 

れ
ま
せ
ん
。
 
 
 

し
か
し
、
た
い
て
い
の
う
ま
く
行
か
な
い
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
 
 

だ
け
が
長
々
と
話
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
顔
ぶ
れ
は
固
定
化
し
、
 
 

道
で
、
「
冷
た
い
」
 
「
寒
い
」
グ
ル
ー
プ
な
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
 
 

の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
誰
も
十
分
、
十
五
分
と
し
や
べ
ら
な
か
っ
 
 

た
り
、
そ
う
か
と
思
え
ば
、
誰
も
聞
い
て
い
な
い
の
に
、
ひ
と
り
 
 
 

あ
ま
り
に
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
外
か
ら
見
る
と
 
「
苦
行
」
 
の
よ
う
 
 

な
会
合
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
何
か
を
提
案
し
よ
う
と
し
て
 
 

も
、
冷
た
く
笑
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
。
互
い
に
ま
 
 

る
で
い
じ
め
る
よ
う
な
質
問
が
出
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
 
 

＜
職
員
な
し
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
＞
 
 
 

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
は
、
た
い
て
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

セ
ン
タ
ー
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
地
域
福
祉
に
関
係
す
る
 
 

機
関
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

は
じ
め
の
う
ち
は
、
そ
こ
の
職
員
が
中
に
は
い
っ
て
グ
ル
ー
プ
 
 

の
援
助
を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
 
 
 

で
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
、
職
員
の
援
助
な
し
で
や
っ
て
い
 
 

け
な
い
の
な
ら
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
人
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
 
 

と
で
し
ょ
・
つ
。
 
 
 

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
は
、
担
当
の
職
貞
が
く
る
ま
 
 

で
、
じ
つ
と
黙
っ
て
待
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
自
分
た
ち
で
司
会
を
 
 

：‡9   



∧
障
害
者
の
親
が
で
て
く
る
∨
 
 
 

「
あ
ペ
の
。
サ
ロ
ン
」
 
で
は
、
こ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
 
 

ま
す
が
、
出
席
し
て
い
る
障
害
者
の
な
か
に
本
当
に
自
立
し
て
い
 
 

な
い
人
が
い
る
と
、
そ
の
人
の
親
が
グ
ル
ー
プ
活
動
に
い
ろ
い
ろ
 
 

と
注
文
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

そ
の
親
も
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
れ
 
 

ば
い
い
の
で
す
が
、
問
題
な
の
は
自
分
は
参
加
し
な
い
で
電
話
で
 
 

文
句
ば
か
り
言
っ
て
く
る
親
な
の
で
す
。
「
息
子
が
近
ご
ろ
、
グ
 
 

ル
ー
プ
は
つ
ま
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
」
 
「
＊
＊
き
ん
が
、
今
回
 
 

グ
ル
ー
プ
の
役
員
に
決
っ
た
そ
う
だ
け
ど
、
娘
は
＊
＊
さ
ん
が
い
 
 

い
と
言
っ
て
い
る
」
 
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
 
 
 

人
前
で
話
す
こ
と
が
で
曹
な
い
障
害
者
が
、
そ
の
親
を
通
じ
て
、
 
 

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
苦
情
を
い
う
と
い
う
こ
 
 

と
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。
 
 
 

＜
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
∨
 
 
 

決
め
て
進
め
よ
う
と
は
言
い
出
し
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
雑
 
 

談
す
る
こ
と
も
な
く
、
隣
同
士
で
、
ま
る
で
惑
い
こ
と
を
し
て
い
 
 

る
よ
う
に
コ
ソ
コ
ソ
と
内
緒
話
を
す
る
感
じ
で
す
。
 
 
 

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
が
今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
っ
て
、
各
自
が
 
 

家
に
帰
ろ
う
か
と
い
う
と
き
、
そ
こ
で
グ
ル
ー
プ
の
状
態
が
み
え
 
 

て
き
ま
す
。
黙
っ
て
コ
ソ
コ
ソ
と
帰
っ
て
し
ま
う
人
が
半
分
以
上
 
 

な
ら
、
そ
れ
は
良
い
グ
ル
ー
プ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
自
分
だ
け
仲
 
 

間
は
ず
れ
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
不
安
そ
う
に
黙
っ
て
立
っ
 
 

て
い
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
、
注
意
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
 
 

し
よ
ヽ
つ
。
 
 

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
の
話
ば
か
り
を
し
て
き
ま
し
 
 

た
が
、
で
は
、
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
建
 
 

て
直
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
考
え
て
み
ま
 
 

し
よ
ヽ
つ
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
に
共
通
し
た
方
法
も
あ
り
ま
 
 

す
。
例
え
ば
、
司
会
の
進
め
方
、
新
し
い
人
の
迎
え
方
、
会
合
の
 
 

始
ま
る
前
と
終
っ
た
後
の
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
な
ど
は
、
そ
れ
が
ど
 
 

の
よ
う
な
形
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
 
 
 

し
か
し
、
障
育
着
と
健
常
者
が
地
域
で
交
流
す
る
と
い
う
形
の
 
 

グ
ル
ー
プ
特
有
の
問
題
点
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は
、
 
 

「
三
つ
の
娯
解
」
 
と
い
う
形
で
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

＜
 
「
平
等
と
対
等
」
 
へ
の
娯
解
∨
 
 
 

障
害
を
も
っ
た
人
も
、
も
た
な
い
人
も
人
間
と
し
て
平
等
で
す
。
 
 

そ
れ
は
当
り
前
の
こ
と
で
す
。
 
 
 

し
か
し
、
平
等
と
か
対
等
と
か
い
う
こ
と
の
内
容
は
、
そ
れ
ほ
 
 

ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
、
人
間
は
個
性
も
違
う
し
 
 

生
酒
囁
境
も
違
う
の
で
す
か
ら
、
個
人
に
対
す
る
接
し
方
も
適
っ
 
 

て
き
て
当
然
で
し
よ
う
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
障
害
を
も
っ
た
た
め
に
、
社
会
生
活
を
お
く
る
た
 
 

め
の
い
ろ
ん
な
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
で
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
人
も
 
 

い
ま
す
。
身
体
的
な
障
害
の
た
め
に
誰
か
の
介
護
が
い
つ
も
い
る
 
 

人
で
、
親
と
べ
っ
た
り
の
生
活
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
生
活
 
 

が
一
体
と
な
っ
て
い
て
も
問
題
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精
 
 

神
的
に
も
親
と
べ
っ
た
り
し
て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
大
人
に
な
 
 

れ
ま
せ
ん
。
特
に
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
で
は
大
人
と
し
て
振
舞
う
 
 

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
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そ
う
い
う
人
に
は
誰
か
の
支
え
が
必
要
で
す
。
い
ま
ま
で
ず
っ
 
 

と
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
人
が
、
突
然
、
会
議
の
よ
う
な
席
で
 
 

自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
無
理
だ
と
い
っ
て
い
い
 
 

で
し
ょ
う
。
人
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
話
し
合
っ
て
意
見
を
調
整
 
 

し
て
い
っ
た
り
す
る
仕
方
を
知
ら
な
い
人
は
、
案
外
多
い
も
の
で
 
 

す
。
意
見
の
違
い
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
黙
っ
て
し
ま
っ
 
 

た
り
、
自
分
の
意
見
に
反
対
さ
れ
る
と
自
分
は
嫌
わ
れ
て
い
る
の
 
 

だ
と
思
い
込
ん
だ
り
し
や
す
い
の
で
す
。
 
 
 

み
ん
な
平
等
、
対
等
な
の
で
す
が
、
や
は
り
支
え
や
導
き
を
必
 
 

要
と
す
る
人
は
必
ず
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
障
害
者
だ
け
と
は
 
 

限
り
ま
せ
ん
。
障
害
の
な
い
人
に
も
そ
の
よ
う
な
人
は
い
ま
す
。
 
 

平
等
、
対
等
な
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
 
 

な
態
度
を
と
る
こ
と
は
、
か
え
つ
て
冷
た
い
態
度
に
な
っ
て
し
ま
 
 

う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
 
 

＜
 
「
障
害
」
 
へ
の
娯
解
∨
 
 
 

障
害
を
も
っ
て
い
る
人
と
も
た
な
い
人
の
交
流
の
場
合
、
障
害
 
 

に
対
す
る
誤
解
を
除
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

特
に
よ
く
見
ら
れ
る
娯
解
は
、
障
害
を
も
っ
た
人
は
コ
ド
モ
な
 
 

の
だ
と
い
う
娯
解
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

女
子
大
生
で
、
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
い
う
人
 
 

を
見
て
い
る
と
、
三
十
近
く
に
な
っ
て
い
る
男
性
の
障
害
者
を
つ
 
 

か
ま
え
て
 
「
＊
＊
＊
ち
ゃ
ん
」
 
と
呼
ぶ
人
が
よ
く
い
ま
す
。
そ
こ
 
 

ま
で
い
か
な
く
て
も
、
「
＊
＊
＊
タ
ン
」
 
と
呼
ぶ
こ
と
は
多
い
よ
 
 

う
で
す
。
呼
ば
れ
た
当
人
も
、
男
性
の
障
害
者
の
場
合
は
、
そ
れ
 
 

が
嬉
し
い
の
か
、
こ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
の
閉
館
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
＊
＊
ち
や
 
 

ん
」
 
「
＊
＊
＊
ク
ン
」
と
呼
ば
れ
て
し
ま
う
原
因
は
、
本
人
や
そ
 
 

の
親
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。
例
会
に
本
人
と
そ
の
車
イ
ス
を
押
す
 
 

母
親
が
や
っ
て
き
て
、
対
話
し
て
い
る
様
子
、
「
じ
や
あ
、
ま
た
 
 

迎
え
に
く
る
か
ら
ね
」
と
息
子
の
銀
を
な
で
て
い
る
母
親
の
顔
を
 
 

見
て
い
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
 
「
＊
＊
＊
ち
や
ん
」
 
と
呼
ん
だ
 
 

方
が
い
い
の
だ
と
判
断
す
る
の
は
無
理
も
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
 
 

で
す
。
 
 
 

特
定
の
障
害
者
を
コ
ド
モ
扱
い
し
て
い
る
よ
う
な
健
常
者
に
は
、
 
 

「
こ
の
人
は
コ
ド
モ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
」
 
と
軽
く
注
意
す
れ
 
 

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
、
知
恵
遅
れ
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
 
 

で
あ
っ
て
も
、
オ
ト
ナ
と
し
て
振
舞
う
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。
 
 

オ
ト
ナ
と
し
て
の
自
制
、
諏
虚
な
態
度
、
落
ち
着
き
や
威
厳
の
よ
 
 

う
な
も
の
は
、
誰
で
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
 
 

で
し
よ
う
か
。
知
能
の
発
達
が
普
通
の
人
の
半
分
と
診
断
さ
れ
て
 
 

い
て
も
、
三
十
の
人
を
十
五
の
コ
ド
モ
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
は
ず
 
 

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
い
つ
ま
で
も
十
五
の
コ
ド
モ
と
し
て
振
 
 

舞
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

コ
ド
モ
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
る
陣
尊
者
に
は
、
ま
さ
に
対
等
 
 

な
オ
ト
ナ
と
し
て
諮
り
か
け
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 

障
害
者
に
よ
っ
て
は
、
コ
ド
モ
と
し
て
振
舞
う
こ
と
が
、
み
ん
な
 
 

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
法
な
の
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
 
 

る
人
が
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に
は
、
自
分
た
ち
は
あ
な
 
 

た
を
コ
ド
モ
扱
い
す
る
つ
も
り
ば
な
い
し
、
オ
ト
ナ
と
し
て
あ
な
 
 

た
が
振
舞
う
こ
と
を
期
待
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
態
度
に
よ
っ
 
 

て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

例
え
ば
、
コ
ド
モ
の
よ
う
に
倣
い
だ
り
、
ダ
ダ
を
こ
ね
て
い
る
 
 

障
害
者
に
対
し
て
は
、
笑
っ
て
み
た
り
、
な
だ
め
て
み
た
り
す
る
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＜
 
「
健
常
者
」
 
へ
の
鼓
解
＞
 
 
 

こ
れ
は
、
い
ま
私
が
特
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
 
「
誤
解
」
 
で
す
。
 
 
 

障
害
者
と
健
常
者
が
交
流
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
 
 

る
健
常
者
に
対
し
て
、
障
害
者
た
ち
は
何
か
娯
解
を
し
て
い
る
こ
 
 

と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
仮
親
で
す
。
 
 
 

障
害
者
が
、
地
域
で
人
び
と
と
交
流
し
て
い
き
た
い
、
交
流
す
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
で
生
き
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
た
い
、
と
 
 

い
う
の
は
自
然
な
気
持
ち
で
し
よ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
こ
に
健
常
者
が
集
ま
る
と
き
、
彼
ら
の
動
機
は
な
 
 

ん
な
の
で
し
よ
う
か
。
な
ぜ
、
彼
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
集
ま
り
に
 
 

参
加
し
た
い
と
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
健
常
者
の
動
機
や
意
欲
の
背
景
に
あ
る
も
の
が
、
 
 

似
た
よ
う
な
も
の
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
健
常
者
は
、
ひ
と
り
ひ
 
 

と
り
、
ま
っ
た
く
違
う
動
機
や
思
い
で
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
多
 
 

い
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
健
常
者
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
 
 

を
つ
か
み
理
解
す
る
こ
と
の
方
が
、
障
害
者
の
心
を
つ
か
む
こ
と
 
 

よ
り
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

ま
た
、
健
常
者
の
そ
の
よ
う
な
思
い
は
、
直
接
、
面
と
向
か
つ
 
 

て
聞
い
て
も
聞
き
出
せ
る
と
は
限
ら
な
い
で
し
よ
う
。
私
は
先
日
、
 
 

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
健
常
者
に
 
「
な
ぜ
、
 
 

参
加
し
て
い
る
の
」
 
と
聞
き
ま
し
た
が
、
彼
は
 
「
障
害
者
の
自
立
 
 

を
考
え
た
い
か
ら
」
 
と
答
え
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
彼
の
本
 
 

当
の
動
機
だ
と
は
私
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
に
し
つ
こ
 
 

く
問
い
た
だ
す
こ
と
は
、
私
が
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
つ
 
 

の
で
は
な
く
、
真
剣
な
顔
を
し
て
「
＊
＊
＊
さ
ん
、
な
に
か
意
見
 
 

は
あ
る
の
で
す
か
」
 
と
聞
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

障
害
者
と
健
常
者
が
交
流
を
も
つ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
 
 

障
害
者
の
生
活
問
題
、
家
族
の
間
感
な
ど
、
障
害
者
の
問
題
が
中
 
 

心
に
話
し
合
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
 
 

な
ぜ
障
害
を
も
た
な
い
人
が
参
加
し
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
 
 

の
理
由
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

健
常
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
、
自
分
 
 

自
身
の
間
鹿
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
な
く
、
人
生
の
、
あ
る
い
は
生
 
 

活
の
閉
館
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
そ
 
 

こ
で
他
の
人
の
 
（
障
害
者
た
ち
の
）
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
間
偲
に
も
 
 

立
ち
い
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
通
常
な
ら
、
自
分
の
問
題
 
 

を
さ
ら
け
出
き
な
い
か
ぎ
り
、
他
の
人
の
問
題
を
見
る
こ
と
は
許
 
 

さ
れ
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
は
例
外
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
立
 
 

場
を
な
ん
と
も
思
っ
て
い
な
い
人
も
い
れ
ば
、
心
苦
し
く
思
っ
て
 
 

い
る
人
も
い
る
で
し
よ
う
。
ま
た
、
物
足
り
な
く
思
っ
て
い
る
人
 
 

も
い
る
と
思
う
の
で
す
。
 
 
 

繰
り
返
し
て
い
い
ま
す
が
、
健
常
者
の
勒
機
は
お
そ
ら
く
多
様
 
 

な
も
の
で
す
。
彼
ら
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
 
 

お
そ
ら
く
多
種
多
様
で
し
よ
う
。
だ
か
ら
、
彼
ら
が
自
分
の
問
題
 
 

を
口
に
す
る
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
で
は
難
し
い
の
で
す
。
ま
た
、
 
 

健
常
者
の
多
く
は
、
「
障
賓
着
が
か
か
え
て
い
る
問
題
に
比
べ
れ
 
 

ば
、
自
分
の
問
題
は
小
さ
い
こ
と
だ
」
 
と
思
っ
て
沈
黙
し
て
い
る
 
 

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
 

＜
他
で
は
味
わ
え
な
い
充
実
感
痘
∨
 
 
 

健
常
者
の
動
機
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
が
、
健
常
者
、
障
害
者
 
 

を
問
わ
ず
、
よ
り
多
く
の
人
が
サ
ロ
ン
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
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て
も
ら
う
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
、
サ
ロ
ン
活
動
で
 
「
充
実
感
」
 
 

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
 
 
 

充
実
感
に
も
、
い
ろ
ん
な
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
サ
ロ
ン
の
 
「
お
客
き
ん
」
 
と
し
て
味
わ
う
充
実
感
が
あ
り
 
 

ま
す
。
い
い
話
が
聞
け
た
、
く
つ
ろ
げ
る
囁
を
み
つ
け
た
、
会
っ
 
 

て
話
し
た
い
人
と
話
せ
た
と
い
う
の
は
、
「
お
客
き
ん
」
 
と
し
て
 
 

の
充
実
感
で
し
よ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
で
の
充
実
感
な
ら
、
他
で
も
味
わ
う
こ
 
 

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
講
演
会
は
い
ま
ど
こ
で
 
 

も
開
か
れ
て
い
ま
す
し
、
友
達
と
い
つ
し
よ
に
雑
談
の
パ
ー
テ
ィ
 
 

を
す
れ
ば
同
じ
く
ら
い
の
充
実
感
が
得
ら
れ
る
で
し
よ
う
。
 
 
 

サ
ロ
ン
な
ら
で
は
の
充
実
感
は
、
や
は
り
、
サ
ロ
ン
活
動
を
自
 
 

分
が
支
え
て
い
る
ん
だ
と
い
う
感
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
サ
 
 

ロ
ン
を
担
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
い
ろ
ん
な
人
が
尊
ん
で
く
れ
る
と
 
 

い
う
充
実
感
。
自
分
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
自
分
が
 
 

サ
ロ
ン
の
仲
間
か
ら
こ
ん
な
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
 
 

う
気
持
ち
が
、
一
番
ふ
か
い
充
実
感
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
 
 

し
ょ
う
か
。
 
 
 

そ
う
い
う
サ
ロ
ン
の
充
実
感
を
で
き
る
だ
け
、
た
く
さ
ん
の
人
 
 

に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
具
 
 

体
的
に
は
、
サ
ロ
ン
の
活
動
を
少
し
ず
つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
 
 

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
サ
ロ
ン
の
 
「
仕
 
 

事
」
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
サ
ロ
ン
で
充
実
感
を
 
 

得
ら
れ
る
人
も
増
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
思
い
切
っ
て
 
 

自
由
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
 
 

す
。
 
 

∧
結
び
と
し
て
∨
 
 
 

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
 
 

や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
だ
と
思
 
 

い
ま
す
。
障
害
者
と
健
常
者
の
バ
ラ
ン
ス
も
そ
う
で
す
が
、
社
会
 
 

的
に
未
熟
で
親
と
ペ
っ
た
り
の
生
活
を
し
て
い
る
障
害
者
と
、
自
 
 

立
し
て
オ
ト
ナ
と
し
て
生
活
し
て
い
る
障
害
者
の
バ
ラ
ン
ス
も
重
 
 

要
で
す
。
健
常
者
の
僻
も
、
誰
か
に
リ
ー
ド
し
て
も
ら
な
け
れ
ば
 
 

動
け
な
い
よ
う
な
若
い
学
生
き
ん
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
経
験
の
 
 

豊
富
な
申
年
あ
る
い
は
高
年
の
人
も
参
加
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
 
 

る
で
し
よ
う
。
女
性
、
男
性
の
バ
ラ
ン
ス
も
ま
た
大
切
な
の
か
も
 
 

し
れ
ま
せ
ん
。
 
 
 

サ
ロ
ン
活
動
は
、
人
が
命
で
す
。
人
と
場
所
き
え
あ
れ
ば
、
そ
 
 

れ
で
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
人
の
問
題
は
た
い
へ
ん
重
要
 
 

だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

「
な
ん
で
も
ハ
ン
ズ
」
 
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
が
欝
四
十
七
 
 

号
の
∧
あ
べ
の
。
サ
ロ
ン
∨
に
載
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
サ
ロ
ン
の
 
 

経
験
が
、
そ
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
 
 

い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

遠
く
か
ら
＜
あ
べ
の
。
サ
ロ
ン
∨
に
来
て
い
る
人
が
、
よ
し
、
 
 

自
分
た
ち
も
地
元
で
サ
ロ
ン
を
つ
く
つ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
 
 

に
な
っ
て
、
大
阪
じ
ゆ
う
に
サ
ロ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
れ
 
 

ば
索
敵
で
す
ね
。
そ
し
て
半
年
に
一
度
く
ら
い
、
そ
ん
な
沢
山
の
 
 

「
サ
ロ
ン
。
グ
ル
ー
プ
」
 
が
、
サ
ロ
ン
活
動
の
経
験
を
お
互
い
に
 
 

交
換
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
夢
は
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ん
で
い
く
 
 

と
思
い
ま
す
。
 
 
 

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
∧
あ
べ
の
。
サ
ロ
ン
∨
の
活
動
が
ま
す
ま
 
 

す
充
実
し
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。
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昭
和
六
〇
年
の
夏
に
は
、
ま
だ
＜
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
＞
の
影
も
形
も
あ
 
 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
そ
の
年
の
 
 

六
月
に
開
設
さ
れ
た
「
あ
べ
の
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
ビ
ュ
 
 

ー
ロ
ー
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
 
 

ビ
ュ
ー
ロ
ー
情
動
に
参
加
し
て
い
ま
 
 

し
た
。
身
近
な
・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
さ
ん
力
と
初
め
て
出
会
い
、
色
々
 
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
毎
日
 
 

で
し
た
。
 
 
 

こ
の
時
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
コ
ー
デ
 
 

ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
っ
た
岡
知
史
氏
か
ら
、
 
 

ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
関
係
し
て
い
る
障
害
 
 

着
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
は
と
井
上
 
 

・
大
島
氏
を
紳
介
さ
れ
ま
し
た
。
話
 
 

を
し
て
み
る
と
三
人
の
思
い
は
、
今
 
 

さ
ら
障
害
者
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
で
も
 
 

な
い
の
で
は
…
・
㌔
そ
れ
な
ら
、
ど
 
 

ん
な
も
の
が
良
い
の
か
と
各
々
の
想
 
 

い
を
出
し
あ
い
ま
し
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
サ
ロ
ン
の
語
義
ど
お
り
 
 

に
誰
も
が
自
由
に
乗
て
自
由
に
話
が
 
 

出
来
る
場
所
を
作
り
た
い
、
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
者
、
健
 
 

薄
着
と
い
う
絆
を
考
え
な
い
で
、
人
 
 

と
人
と
し
て
話
合
う
こ
と
が
出
来
れ
 
 

ば
、
そ
こ
に
は
自
然
に
障
尊
者
へ
の
 
 

理
解
も
生
れ
る
で
あ
ろ
う
、
お
互
い
 
 

に
知
ら
ず
し
て
認
識
も
理
解
も
生
れ
 
 

は
し
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
 
 

盛ぬ淘ら線へ  

高 田 慶 子  

こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
場
を
作
ろ
う
 
 

と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
何
 
 

々
を
し
ま
す
」
と
言
え
る
目
的
を
持
 
 

た
な
い
グ
ル
ー
プ
作
り
と
い
う
の
は
 
 

雲
を
掴
む
よ
う
で
、
委
員
に
お
誘
い
 
 

を
す
る
に
も
漠
然
と
し
て
い
て
、
人
 
 

材
を
集
め
る
の
が
難
し
く
思
わ
れ
ま
 
 

し
た
。
が
、
同
氏
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
 
 

来
ら
れ
て
い
る
人
に
声
を
掛
け
て
下
 
 

さ
り
、
秋
に
は
サ
ロ
ン
準
備
委
員
套
 
 

の
形
が
出
来
ま
し
た
。
十
二
月
に
は
 
 

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
と
 
 

の
交
流
会
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
と
 
 

し
て
開
催
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 
 

た
。
こ
の
時
に
集
っ
て
下
さ
っ
た
貯
 
 

蓄
者
。
健
常
者
の
皆
様
方
の
一
首
葉
に
 
 

励
ま
さ
れ
て
、
サ
ロ
ン
は
や
っ
て
い
 
 

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
 
 
 

発会式のポスター  

し
か
し
、
名
前
も
決
っ
て
い
ま
せ
 
 

ん
で
し
た
。
サ
ロ
ン
と
い
う
太
東
の
 
 

内
容
を
少
し
で
も
感
じ
と
れ
る
雰
囲
 
 

気
の
あ
る
集
い
の
場
を
作
っ
て
い
き
 
 

た
い
と
考
え
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
 
 
 

年
が
明
け
て
、
い
よ
い
よ
会
と
し
 
 

て
発
足
す
る
準
備
段
階
に
入
り
、
色
 
 

々
な
名
前
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
 
 

れ
も
馴
染
み
ず
ら
い
気
が
し
て
「
あ
 
 

べ
の
に
作
る
サ
ロ
ン
だ
か
ら
」
と
言
 
 

う
こ
と
で
、
＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
∨
 
 

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

昭
和
六
一
年
三
月
二
九
日
＜
サ
ロ
 
 

ン
・
あ
べ
の
∨
は
、
小
さ
な
点
と
し
 
 

て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
 
 

情
動
の
経
験
も
な
い
、
組
織
や
運
営
 
 

な
ん
て
仝
っ
た
く
知
ら
な
い
老
が
主
 
 

に
な
っ
て
さ
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
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す
か
ら
、
周
囲
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
 
 

を
お
か
け
し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
 
 

す
が
、
皆
様
粗
か
く
見
守
り
励
ま
し
 
 

て
下
さ
い
ま
し
た
。
又
、
委
員
の
方
 
 

々
に
も
恵
ま
れ
て
、
専
門
に
情
動
さ
 
 

れ
て
い
た
り
、
経
験
豊
か
な
方
々
の
 
 

参
加
を
得
ま
し
た
の
で
、
歳
月
を
追
 
 

う
毎
に
充
実
し
た
内
容
で
サ
ロ
ン
を
 
 

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
 
 

れ
に
伴
い
サ
ロ
ン
紙
も
好
評
と
な
り
、
 
 

参
加
は
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
け
ど
、
サ
 
 

ロ
ン
紙
だ
け
は
読
み
た
い
と
言
っ
て
 
 

下
さ
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

人
か
ら
人
ヘ
口
コ
ミ
で
サ
ロ
ン
の
 
 

出
会
い
に
参
加
し
て
下
さ
る
人
、
手
 
 

か
ら
手
へ
渡
る
サ
ロ
ン
紙
等
、
多
く
 
 

の
出
会
い
の
連
な
が
り
が
出
来
ま
し
 
 

た
。
そ
し
て
、
サ
ロ
ン
は
楽
し
い
と
 
 

言
っ
て
い
た
だ
け
る
時
が
一
番
嬉
し
 
 

く
、
感
激
し
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
で
 
 

の
出
会
い
を
一
木
の
線
と
し
て
、
長
 
 

く
多
く
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
 
 

線
を
い
つ
か
は
網
の
目
の
よ
う
に
広
 
 

げ
て
い
き
た
い
と
希
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

年
号
が
変
わ
り
、
∧
サ
ロ
ン
。
あ
 
 

べ
の
＞
は
、
五
周
年
日
を
迎
え
ま
し
 
 

た
。
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
ま
し
た
の
は
 
 

＜
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
＞
を
励
ま
し
ご
 
 

支
様
下
さ
る
皆
様
の
お
陰
で
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
 
 

未
来
の
サ
ロ
ン
に
一
歩
で
も
近
か
ず
 
 

い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

今
後
と
も
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
 
 

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

賑わうーなんでも両」（嘲利62・8・23）  
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